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例 口

1 この報告書は、一般国道 22 0号鹿届バイパス建設に伴う人油

・郷之原地区の発掘調在の「悛田下遺跡」の調在報告苫である。

2 この報告書は、鹿児島県埋蔵文化財発掘調在報告円 (48) の第

2分冊「悛田下遺跡」である。

4 悛田下逍跡は、鹿犀市大油町（旧字名校田下）に所在する。

5 発掘調在は、建設省九州建設局大隅＿丁:-!f['fi務所からの受..il-'F"t

として鹿児島県教有委貝会が実施した。

6 発掘調介は、昭和61年 5月7日-6月22日の間に実施した。，；//;] 

在は、確認調査に引き続き本調査を実施した。整坪作業は、昭和

62年度と昭和63年］文に実施した。

7 発掘調査において、鹿犀市教有委貝会や大浦町振閲会の協カ・

援助を得た。

8 本害で用いたレベル数値は、すべて海抜店である。

9 現地調査に関する実測及び写真撮影は、調杏担当者で行ったヅ

本害の執筆は、主として新東がこれにあたり、 →部を上111耕（第

II 章第 3 節石器 I·II) と梅北沿—. (第II章 3節の石化,';,III)中村

和史（第 l帝第 3節石謡N-¥111)が担当した。

10 本害の編虻は、鹿児島県教村Jj'文化課で行い、莉東が担当した。
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第 I章榎田下遺跡の調査

第 1節発掘調査の概要

1 調査の経緯

榎田下遺跡は、中ノ原台地の東端の小」i上に立地している。発見の契機は、遺跡地が牛産芝

生畑と竹藪のため昭和59年の分布凋杏では遺跡は確認されず、昭和60年4月の確認調在の段階

で発見された。確認調在中、牛産芝剥取り作業が行われた際、土器片の散布を確認したもので

ある。建設省大隅T事事務所と鹿児島県教育委貝会との協議の結呆、昭和61年度に確認調究を

実施することになった。しかし、遺跡の発見が遅れたことと橋梁部分の工事発注が早かったこ

とによって台地先端の遺跡の一部は破壊された。

2 発掘調査の経過

榎田下遺跡の発掘調在は、昭和61年 5月 7Bから 6月22日の間に実施した。発掘調在は、ま

ず、遺跡の布無及び範圃確認の調査を実施した。工事用センター杭No334とNo335を店準に10

m XlOmのグリソド網を調査対象区域に被せた。そして、グリノドは東端から 1-10区と南か

らA-C区として、各グリノドはA1区， A 10区， B 1区，――-B5区などと呼称す

ることにした。

確認調壺は、 B区列に10m1りに幅 2mx長さ 2m-8mのトレンチ10本を設定した。

確認調究の結果、 A-Cl-3区に縄文時代後期包含層を確認した。また、 B5区と B6区

にかけては、土器細片と地層横転が検出された。そのためこの部分を、全面調在することにな

った。

3 発掘調査の成果

A-Cl-3区では、 VIli'lの黄褐色土層に二時期の包含l習が存在する。比較的上層は縄文時

代後期が、下層は前期の時期である。遺構は包含咽下i~fに集石遺構が 6 某検出された。 A-C

1, 2区の台地先端に位岡する部分である。遺物の出土状態やこれまでの傾向から前期に属す

ることが想定される。出上遺物は、土器・石器と加［品に分かれる。しかし、層位的には遺物

の区分は、小明瞭であった。土器は、形態上後期に該当する一群と前期の一群がある。後期に

属する士器は、凹線文系の指宿式土器系統の一群 4類と口縁屈曲系の市来式土器系統の一群が

ある。前期の土器は、隆帝貼付文系・条痕文系の轟式土器系統や沈線文系の凶畑式土器系統の

一群が含まれる。石器は、 zoo本を数える石鏃をはじめ石斧・磨石・敲石・石弾・凹石・石皿

などが出土した。しかし、石器は、属する時期区分は層位的・形態的にも不明瞭である。

X層では、 B2区のわずかな範囲に土器片が出土している。土器は細片でであるが、形態上

早期土器の特徴を備えているものである。破壊された部分や用地外に縄文時代早期の遺跡が存

在する可能性がある。
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第 2節 榎田下遺跡の層位

榎田下遺跡の層位は、他の遺跡に比べると大きな変化がみられる。先に記載（概要編・第m

章第 1節） した大浦・郷之原地区の基本的層序から欠落した層が多い。これは、遺跡が台地の

先端に立地していることにもよる。ここでは、榎田下遺跡の最も安定したと考えられる B2区

付近の層位と基本的層序を比較しながら、榎田下遺跡の層位的特徴を説明する。

挿図の第 2図は、榎田下遺跡の層位断面図である。 4区-10区は、確認調介によって遺跡が

確認されなかったので確認トレンチの断面図を提示した。これを見ると、 4区から10区につれ

てVIII層のアカホヤ火山灰層が耕作土直下まで削平されている。榎田下遺跡の層位は、 X層以下

に特徴がみられる。以下ゞ順次甚本的層序と比較して榎田下遺跡の層位を説明する。

I層は、耕作土であるが、 20cm-25cm程度と全般的に薄い。そして下層にはVI層が位置して

いる。つまり 1I層から V層までは、榎田下遺跡では削平され欠落して状態である。

VI層は、暗茶褐色士層で縄文時代前期から後期の遺物箆含層である。他の遺跡では、アカホ

ヤ火山灰層の二次堆積層のため黄褐色土層を呈するが、榎田下遺跡のVI層は腐植土化が強く暗

茶褐色土層となっている。

¥ll層は、白黄色の軽石で

VI層と珊層の境にわずかに

確認される。池田降下軽石

であり、部分的に浮遊して

確認されほとんど層形成は

みられない。

珊層は、アカホヤ火山灰

層に相当する。台地先端の

1区に向かうに従って、こ

のアカホヤ火山灰／曾はブロ

ック状に止切れる傾向がみ

られる。これは台地先端で

の堆積状の傾向とみられる。

この渭層は、幸屋火砕流に

比定されるものである。

これまでこの幸屋火砕流下

の炭化木から得られた"c

測定年代値は約6,400B. P. y 

で、これがアカホヤ火山灰

の降灰年代とされている。

I層

l]層

III層

IV層

v層

VI層

VII層

V111層

IX層

x層

XI層

xn層

a表土（現耕作土）

b表上（盛土）

c表土（旧耕作土）

黒色土

黒褐色士

窯：::::::::::: 翌窓：翌：a:::: 阿軽石i:=:::=:-

黄白色土—-----
:—::,::?::::::::::::: 惑沿深慈弐窓：：

茶褐色土

黄褐色土

露沼碑軽苓を露翠

罪a罪赤喋色芦罪
- -
名：冶吝：痴釈呻：：：：

祁：：：灰褐色出：忍：祝

茶褐色土a
b
c
d
 

Xlll層

加層

w層

罪罪屑芋砂囃'l幸＇罪串罪

桃白色土

彎• • •．・.-.---.. - _---.-.·.·.• 
~~ 士：苫:
·-·• ―---・ ―.. —―-一..-. 

第 2図 榎田下遺跡の層位と基本的層位
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IX層の灰褐色土層は権現山火山灰と呼ばれる火山灰層にあたり他の遺跡では確認されている

が、榎田下遺跡では確認されていない。

x層は茶褐色の粘土層で縄文時代早期包含層を形成する。榎田下遺跡では、 B2区を中心に

わずかな範囲に若干土器が出土している。おそらくその中心は、用地外や、すでに破壊された部

分に位置することが想定される。

XI層は欠落している。この薩摩火山灰が欠落しているのはこの台地の特徴といえる。榎田下

遺跡では、下層のX皿層の砂礫層が発達しているがXI層が欠落するのはこの関係と考えられる。

刈層は、茶褐色の粘土層で一般的には細石器文化が包含されるが本遺跡では確認されなかっ

た。

x皿層は砂礫層である。この台地では全区域に確認される。

W層は、桃白色土層の通称ヌレシラスと呼ばれる入戸火砕流の二次堆積物である。本遺跡で

は部分的に穎層と混在するところもみられる。

XV層は、入戸火砕流堆積物で通称シラスと呼ばれている。通常本県では数m-数十mの厚い

堆積がみられる。本遺跡の基盤層となっている。
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第 n章縄文時代の調査

第 1節調査の概要

榎田下遺跡は、確認調査時に遺物散布が確認され、昭和61年度の発掘調査において確認調査

に引き続き本調杏を実施した。確認調査の時点では、すでに台地端部の橋梁工事は開始されお

り、台地の一部は削平されていた。

確認調介の結果、 A-Bl区-A-B3区に縄文時代前期～後期の包含層が存在することが

判明した。さらに、 B5区-B6区には、土器細片と地層横転が発見された。

遺跡の標高は、 B2区付近で最も高く 71.60 mを測りなだらかな微高地を形成している。本

調査の結果、 A-Bl区-A-B3区付近には集石遺構が6基検出され、それに伴って縄文時

代前期に該当する遺物と後期の遺物が混在するかたちで出土している。特に石器Iの石鏃と黒

耀石片の出土は、小範囲の面積にもかかわらず多量に発見され注目された。

さらに、アカホヤ火山灰層（珊層）下のX層においては、わずかではあるが縄文時代早期に

該当する上器片が出土している。

地層横転

B 5区-B6区に検出された。地層横転は、

長半径3.50m X短半径3.30mのほぽ円形を呈

している。地層横転は、水平な地層が円形プ

ランの中でほぽ90度横転した現象で、その原

因はこれまで風倒木など色々考えられている。

本地層横転は、円形プランの北西部分の半

分程に上層の黒色士層が埋まっている。その

下部には、浮遊した状態の池田降下軽石がわ

ずかに確認される。その下層には、 15cm程の

茶褐色士層が堆積している。その下は、アカ

ホヤ火山灰層で35cm程度である。その下は、

茶褐色土層でX層の早期包含層に比定できる。

その下は、黄茶褐色土混礫層である。

このように、本遺跡の地層がそのまま横転

している状態である。なお、断面図は、写真

撮影後の集中豪雨で下層の礫層の部分から円

弧滑りが生じ崩壊し実測不可能であった。雨

期の調査と礫層の含まれる壁面は注意が必要

である。
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第 2節 X層の調査

本遺跡では、 VIII層のアカホヤ火山灰層の下層

にはX層の茶褐色土層がみられ、他の遺跡で存

在するIX層の灰褐色土層は確認されない。

VIII層のアカホヤ火山灰層は、約30cm-50cmの

安定した厚さで調資区全体を覆っているが、部

分的にはブロ・Jク状に止切れるところもある。

東側先端の台地（例えば中ノ丸遺跡や中原山野

遺跡など）は、下層に砂礫暦が存在するなど特

異な層形成が確認されている。台地全体からみ

ると比較的不安定な層形成であることが窺える。

出土遺物

x層から 9点の土

器が出土している。

B 3区に 1点の他は

B 2区の出土である。

細片のため形態は不

明であるが図化可能

なものは 3点である。

5は、表裏ともナデ

整形で早期特有の特

徴をもつ。 6は、無

造作な沈線がみられ

るもので表裏の整形

の特徴から早期のも

のである。 7は、表

裏ともていねいなナ

デ整形で什上げ、凹

線文を施文するタイ

プである。手向山式

土器に類似する。

~ ,. 
＊・

I 

月
日
は

m
 c

i
 

5
 

@ <2区B3区IR21え

第 5図

詞

・ク

•2 
． • I ・6'o 0'-.....、

． 

-~ 
• •3 

＼ 
71.60m ／ 

B3区・1B2区 呵Bl区

A3区A2区 A2区Al区

0 2m 
I I I 

第6図 I類土器出土分布図
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第 3節 VI層の調査

A-Bl区-A-B3区の表土直下に、縄文時代前期～後期の包含層が存在する。本遺跡で

は、表土は現在竹藪の根毛で形成され、その直下には黄褐色土層の遺物包含層がみられ、これ

は甚本的層序のVI層に対比することが可能である。

確認調査の結果、 B4区以西の黄褐色土層の遺物包含層は、後世の農地整備等によってはと

んどが削平を受けている。 A-Cl区以束の台地先端は、今回の調査面積以上の平坦地が存在

していたが、遺跡が橋梁工事の開始以後に発見されたため調査することができなかった。

VI層に対比される表土直下の包含層には多屈の遺物が出土している。そして、出土遺物から

この包含層には、前期と後期の 2時期が含まれる。また、出土遺物は、比較的上層から後期土

器が出土し下層からは前期土器が出土する傾向にある。

出上遺物は、土器・石器のほか加工品がある。なかでも狭い調究範囲にもかかわらず、黒耀

石片と石鏃が多羅に出土しており注目されるものである。

遺構は、 6基の集石遺構が検出されている。

1 遺構

遺構は、 6基の集石遺構が包含層最下面からVIII層上面に検出された。集石遺構の時期は、共

伴する資料は少ないが、遺物の層位的な出土傾向から前期に該当することが考えられる。

集石遺構は、台地の縁辺部に 3基、中央部に 3基という配置で検出されている。まとまりを

もって集中しているものから、バラッキのあるものまで加えた。石の大きさは、破砕された小

礫や拳大、乳幼児頭大のものなど大小がある。石材も安山岩・頁岩・破砕礫岩など多種が含ま

れる。角礫が主体で、円礫はほとんど見られない。

1 集石 1号 （第 8図）

集石 l号は、 C1区の本遺跡検出では最も台地先端に位置する。集石 1号は、ほぼ主軸が南

北方向の 140cmX80cmの楕円形状のプランで検出されている。ほとんどが角礫で構成され、火

を受けたためか若干赤味をを帯びている。集石は、明確な掘り込みは確認されず平坦面に集め

られた状態である。集石の石は、総数73個である。石の内訳は、 5cm未満で 100g未満の破砕

礫が16個、さらに10cm未満で 200g未満のもは49個と半数以上を数える。集石 1号は、小礫の

比重が大きいのが特徴である。石材は、頁岩と破砕礫岩が主体であり、安山岩と水晶等が若干

含まれる。頁岩と破砕礫岩はいずれも高隈山系に産するものであり、安山岩は入戸火砕流堆積

物層中に形成される礫層中に多く含まれる。

-9-
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2 集石 2号 （第 9図）

集石 2号は、 C2区の検出でこれも台地先端に位置する。集石は、径60cmX50cmのほぼ円形

プランで検出されて少し離れて 3個が位岡している。ほとんどが角礫で構成され、火を受けた

ためか若F赤味をを帯びている。集石は、明確な掘り込みは確認されないがその中心部は凹み

まとまりがある。集石の石は、総数22個である。石の内訳は、 5cm未満で 100g未満の破砕礫

が 1個と少なく、

さらに10cm未満で

200 g未満のもの

は2個とさらに少

ない。このように

集石 2号は、大礫

の比重が比較的大

きいのが特徴であ

る。石材は、貞岩

と破砕礫岩が主体

であり、安山岩が

若干含まれる。頁

岩と破砕礫岩は、

いずれも高隈山系

に産するものであ

る。

3. 集石 3号

（第10図）

集石 3号は、 B

2区の検出でこれ

も台地北側先端に

位置する。集石は、

径60cmX40cmの楕

円形プランで検出

され少し離れて 1

個が位筐している。

ほとんどが角礫で

構成され、火を受

けたためか若干赤

a
 

p
 

Q~J 

E
N
.
I
L
I
I
I
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1
 

p
 

Level-71.J>

第 8図集石 1号実測図
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味をを帯びている。

集石は、明確な掘

り込みは確認され

ないがその中心部

は凹みまとまりが

ある。集石の石は、ぐ〉、

a 
総数22個である。

｀ 
石の内訳は、 5cm 

未満で 100g未満

の破砕礫が2個、

さらに10cm未満で

200 g未満のもの

は7個と少ない。

集石 3号は、小磯

の比重が比較的小

さいのが特徴であ

る。石材は、頁岩

と破砕礫岩が主体

であり、安山岩が若干含まれる。頁岩

U
S
.
I
L
1
1
-
g
a
T
 

p
 

b
 

~ 

a
 

3
 

b 
Levelユ旦心I

゜第9図集石 2号実測図

と破砕礫岩は、いずれも高隈山系に産

するものである。なお、集石から表裏

を条痕で整形した土器片（第14図1)

が1点伴出している。

4 集石 4号 （第11図）

集石 4号は B1区の検出であり、こ

れは台地中央部に位置する。集石は、

径90cmX70cmの楕円形プランで検出さ

れ比較的バラッキがみられる。わずか

に円礫を含むがほとんどが角礫で構成

され、火を受けたためか若干赤味を帯

びている。集石は、明確な掘り込みは

確認されず平坦面に集められた状態で

ある。集石の石は、総数46個である。

石の内訳は、 5cm未満で 100g未満の

D~ 

"01 

b
 

E
 9・
1
 

p
 

a 
L~ ニ 1.6m

裟象：：．

3
 

3
 

第10図集石3号実測図
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破砕礫が9個、さらに

10cm未満で 200g未満

のものは27個と半数以

上を占め破砕礫の多い

のが特徴である。石材

は、頁岩と破砕礫岩が

主体であり、安山岩が

若干含まれる。頁岩と

破砕礫岩は、いずれも

高隈山系に産するもの

である。なお、集石の

ほぼ中央付近からドリ

ル状石器（第14図 1)

と打製石斧片（第14図

3) ・磨石（第14図4)

などが伴出している。

5 集石 5号

（第12図）

集石 5号は B2区の

@ 

a 
Level~71.3m 

"'01 
1
a
A
a
1
 

b
 

J-

第11図集石4号実測図

検出であり、これも台地中央部に位置する。集石は、径90cmX70cmの楕円形プランで検出され

比較的バラッキがみられる。ほとんどが角礫で構成され、火を受けたためか若干赤味をを帯び

ている。集石は、明確な掘り込みは確認されず平坦面に集められた状態である。集石の石は、

総数24個である。石の内訳は、 5cm未満で 100g未満の破砕礫が 1個、さらに10cm未満で 200

g未満のものは14個で大小が平均化しているのが特徴である。石材は、頁岩と破砕礫岩が主体

であり、安山岩が若干含まれる。頁岩と破砕礫岩は、いずれも高隈山系に産するものである。

6 集石 6号 （第13図）

集石 6号は B2区の検出であり、これも台地中央部に位置する。集石は、径60cmX50cmの円

形プランで検出され比較的まとまりがある。ほとんどが角礫で構成され、火を受けたためか若

干赤味をを帯びている。集石は、明確な掘り込みは確認されないがその中心部は凹みまとまり

がみられる。集石の石は、総数35個である。石の内訳は、 5cm未満で 100g未満の破砕礫が8

個、 10cm未満で 200g未満のものは20個と半数以上を占めるのが特徴である。石材は、頁岩と

破砕礫岩が主体であり、安山岩が若干含まれる。頁岩と破砕礫岩は、いずれも高隈山系に産す

るものである。

-13-



IUS 
l
l
-
1a,a1 

p
 

CV 

＠ 

-3 〗礼lgaT

り「

ぢェ◇ :0攣弓う）
j

p 

回＝要憫曲S田蠍図Zl抵

w
s·IL

~
1

a,a1
 

p
 

こ＿
p

..01 

゜
胃
v

悠

R
」
こ｝

3 

E9.IL11 I"A"'] 

q 

o-3 

woos .・.・. 
:; :o 

|＇VI
ー

図
I

―展認曲9口幽図lCl撼

:: 

翌~·，．心翌翠魯砂唸密．

""翠睾翠翌
は

e 



15rn1 15c, 

.. ・. 
・. 

!Oc,: ,.. JOc, 

．．
 

．．． ．．
 

．．．
 

•• •• 

‘
 

．．．．． 

．．
 

．
 
．．．．． 
••• 
•• ー

g
 

.

.

 

，
 

c
 

5
 

...、

．．
 

．
 

．
 
．ヽ
 

．．
 

．
 

5cm, ., . 

500, 
1号集そ1塊の最大長と重鼠比

Soog 
4号集石塊の最大長と重ll1:比

I砂

10, 祉. I .. : .. !Oc,I 
.. : 

・.. 
5ca1)• 

． 
5c,I-• 
會．

叩的
6号集石塊の最大長と頓鼠比

500g 

5号集石塊の最人長と菫員比

．．． ． 
IO直 ．． !Oc, ... ~.. ・. 

Sc, Cc,,.-• 

SOU, 

3号集む）鬼の最大長と屯凩J七
IOOOg "' 2り集<i塊の最大長と頑最比

第 14図 集石遺構の石塊の最大長と重量比

-15-



ぐ＞
0 3cm 

I I I I 

ーロー
7
 

0 5cm 

I I I I I I 
第 15図 集石遺構出土遺物

20c而

IC≫m> ．． ．． 
... 
．` 10,mト ・・・・．．． 

..• t :.,: . • . • -...... • . ． 
9贔ャ ・..• ．．．． 

.. .. ... 

¥c, 

,oo, l砂 1500g 2000g 2500g 

,Oc,1 

J5c,I ．． 
．． 

I(ぬ

"'"I ． 

5叩 l函 1500g 2感 zsoo, 

第16図 実験集石の石塊の最大長と重量比

-16-



2 出土遺物

1. 出土遺物の概要

榎田下遺跡では、比較的狭い発掘面積にもかかわらず多量の遺物が出土している。出土遺物

は、すべて縄文時代の遺物である。遺跡での取り上げ点数は、総数 3,441点にも及ぶ。第17図

は総遺物の出土分布図でり、各区万遍なく遺物は出土している。特に、台地先端に向かって多

贔に出土しており、橋梁工事で破壊された部分にかけて遺跡の中心が拡がっていたことが考え

られる。

出土遺物は、土器、石器、加工品等に区分される。これらの出土遺物は、各々次のように便

宜的に区分して説明することにする。

2 土器

榎田下遺跡では、アカホヤ火山灰下層のX層から僅かな士器が出土しているが、大部分はア

カホヤ火山灰上層のVI層出土の土器である。このVI層出土の土器型式は、その特徴から前期と

後期の二時期に区分される。出土土器は、文様の主特徴を抽出して区分し、次のように類別し

て説明することにする。（なお、 X層出士の土器は、 I類土器として前項で説明した。）

VI層出土の土器

II類土器 隆帯文系土器（隆帯文を貼付する系統）

川類土器 条痕文系土器（条痕文で器面全体を整形する系統）

N類土器 沈線文系土器（沈線文を幾何学的に施文し文様構成する系統）

V類土器 押引刺突文系土器（刺突文を押し引き文状に施文する系統）

VI類土器 凹線文系土器（凹線文を主文様とする系統）

この凹線文の系統には、次の 3種類がみられる。

VI-1類ー一太形凹線文系土器

VI-2類ー一貝殻刺突文＋凹線文系土器

VI-3 類—細形平行凹線文系土器

渭類土器 凹線文＋貝殻刺突充填文系士器

VDI類土器 口縁部屈曲系土器

IX頬土器 各種底部

以上のように、榎田下遺跡出土のVI層出土の土器は、便宜的に 8類ー10細別に類別した。こ

のなかでIX類については、各種の底部を一括したものである。なお、各々の類別は、一型式を

示すものではなく、土器形式の系統を示すものである。まず、系統毎に類別し説明することに

する。
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メ
．
ぼ

l

l

区

Ix

.‘ •••• 

9....讐

C

B

.

9

.

.

.

.

,

．-.. 
s.... 

•• 
BIAl .

.

.

.

.

 

••••.••••• 

．
 

．
．
．
．
 

．．．．．．． 
？・ト

r
.
.•• 

．
．
．
．
ハ
．
．
．
~
ぶ

．． ”5.~.. 

．．．．．． 

ぎ・
[4r.、

．． 

、訂`
．．．，●,＇：．．．

ー
鴫
．
．
．
．
2

．．． 

.

.

.

.
t
.
＿
’
ー
・
5
,
'
‘
:
4...• 

......t.

,
•9...... 

•• 

，
 
•• ．

．

．
 

ど

・鼻

．
 

．
．
 

•9 

.

.

.

.

.

 

9....r......t.‘•9 

.

.
 

•I‘.,., 

．．． 

.
t
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

”
;
 
•. 

”....?、••.... 

”r .

.

 

•••• 

｀
,
;
 

••••••• 

A

・

&
 
.

.

.

.

.

.

.

 

”、.`

•••• 

1.....
、4・・・＿
．．
 

‘s, ．
．
．
．
 ‘.
.
.
.
.
.
.
.
.
 
.
.
 
，-

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
4
.
9
.
,
.
.
.
.
5
.
.
.
 
•• 

t
‘
.
.
.
 
.. 

• .•• 

‘. 

．． 

”

.

，

．

 

芯，

．．． 
吝

f...8.”.%
.

.

.

.

 

8
.
5
.
,
．
す
．
．
5

．
．
．

．
．
．
．
 

.
”
'
s
I
・
`
s
.
≫
 

•.• 

、5
.

.

.

.

 

．
 

、

.

.

.

、

.

,....、

．．
 

~"
C1 

.

.

 

，．, ...•. 

』
.
.
、

．．
 
て・

．

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．

 

.

.

.

 

c
 

.

.

.

.

.

.

.

.

 

,
 ..
.
.
 s

-

:

・

 

•.•.••. 

、•.•• 

•~...... 

•••. 

＂?...., •• 

，ノ

‘.2.g•. 

＂.' 

占

．． 

，
 
．．．． 
B

易

．． 

.” 

•9 

.

.

 

• 
,．[．9卜．
It
．

．

．

．

 

,
 

、

.

-

.

●
 

．
 

.•.• 

,
．
，
．
門
．
”
t
.
]
5
.
.
.
，
ぃ
．
．
．
』
書
．
．
．
；
＂
f
r
.
3
.

C
 

.

.

.

.
 

93.....‘ 
.
.
.
.
.
.
.
 
"
f

、
.
，
．

.•• 

、．
 

．

．

．
 

.，轟
.-

.‘.....̀
 ．．． 
．ヽ．
 
V
 

．．
 
s.， 
．．． 
t‘.g 
.....•• 

.

.

.

.

.

.

.
 ̀
 ..
.
.
 、，

．． 

,
 

‘
.
.
.
.
.
"
．
．
”
、
翌
ふ
．
え
苫

．．．
 
i

．‘,＂§ 
.. 
訂
．
ぶ
ヽ
．
i.9
．．．萎．‘

.

.
 
`
 ．．． 

.. 
。`
・

．．
 

`
：
[
．
．
．
?
．
f
i
：ふs．
s
．．名加＇令．冷
f
．岱．ぶ”．▼ぎゞ

．．．． 
しt.”.....L

.••. 

,

．

．

 

．．
 
2▼

 .

.

.

.

 .•• 
•9 

...... 9
・
・
シ
い
ぃ
．
．
＆
・
？
＇

••. 

S5.9..hが．
2

．．．．．,．”rsA．．．ヽ
・一

.

.

.

.

.

.

.

.
,
．
．
．
‘
 

.. 

、、

••••• 

• 
••••• 

‘. 

..‘ .• 
-
．．
 

噌ぐ．いぺ．．．

．．．． 
~
・
・
ぶ
t
:．．
 

i
・
v
.
.
-．‘
 ••..• 

• 
,
.
.
.
.
.
.
.
.
.
I
・
・
し
い
‘
.
-
．
r
.
.
.
.
.
.
.
、
令
：
ぃ
翌
ぷ
．
？
：
．
s
．
9

。...‘

.

.

.

.

.

.
~
．
r
.
-
"
y
,
‘
.
.
.
‘
‘
.
.
.
.
9
,
．
．
し
＂
ヽ
r
.
.
.
，
．
，
．
~
｀

••• 

t
 •.• 

”
}
,
 

..•. 

、．．．． 
,
 
．
．
．
 
-
’
r
.
 

し．．．．．
．．
 
し5..1.”,．ん．．

．．． 
t.一．．．．＂；芯．＂．

1

．、.......”

.

.
 

q
•
2

・
・
・
”

.

.

.

.

.
 ,
 ．．
 

9... .
.
.
.
.
 

．
．
．
．
 ヽ・59

.. “
 
... ,
．
ぃ
ヽ
．
s
．
9
が
．
．
．
．
．
；
．
．
．
．

9

.

、

.sJ 

.. ≪.̀．
-o.
，．
i

．ぃ
．．．． 
1
：
 
•....• 

．．
 

5
.
 

... .... 
9
 ... 

‘・・・’3・ギ．‘
．．．． 
忍

．．
 
ゞ
．
．
．
．
-
.

．． 
．．
 

.

.
 

＂ 

．． 

•9 

．．．ヽ

1
.
1•• 
g”” 
.
.
.
.
.
 .
 

.
 ,
 .
.
.
.
 
t
 

... 
,．9.. 
.
.
.
 ‘
 

•••• 

．．
 •••• 

•• 

I

し・f.9・湊・
f
で
．．．． 

~
tゃ
・
・
・
{
.
.
.
..
.
 ”.
 

r・・・・
..•. 

5

”

 

．．．．．． 

へ．＇、，．‘‘‘,

．． 

..•.. 

..• 

-f..

｀
 

.• 
、.. 

．

、

厄

Ix

.

.

 

．．
 ．
 

．．
 

．．
 ・・
2

2
.
.
.
.
 

．
．
．
 

，
 

、.
.
 BA
r

．
乙
•

悶
．
．
．

i

滋
忍
＇
、
裟
召
．
t

．．．．．． 
，
 
．． 
下

．．
 
ヽ
，
．
．

．

．

．

．

．

 

••• 

f
.
.
.
.
.
.

，＂べ
．．
 

？
．
．
．
序

．
．
．
．
 ，
 

C

B

 

．
 

区IJ

.

.

.

.

.

 

,7．
．
．
区
区

3

3

 

.

.

.

.
 

3

3

 

．．． 

．ヽ．．．．
B

A

.

.

.

 

4
 .
.
.
 

C

B

i

t

 

.

.

 

、
•• 

．

．

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
、
,

．． 

．．
 

．

．

．

 

•‘.9 

.

.

.

.
 、.
.

.

.

.

 

•••••• 
•• 

＂

-
g
.
.
.
.
 

．．． 

．．
 f
 
•• 

，
.
.
.
.
 

•. 

，
 
••• 

‘

.

 

．
 

9

.

 

．．
 

．． 

．
．
．
．
、
．
、

.. 

．
 

．
 
．
 

．

．

．

．

 

•••• ．
．
．
．
．
 
．
 

I
g
 ．．

 ．
 

．
 

．
 

．．． 
．
 

．．． 
．
 

．
 

．
 ．
 

• 
．． ． . . . ,. ．． 

~ 

. . : ... .. . 
． ., 

@ 
.. ．・

．． ．．
 

．．
 

. ． ．． 

、し

．
 
．
 

． • 
．
 

．．．． 

．
 

．． 
．
 、

. : . 
．
 
．
 

A3区IA21え A 21刈AI IK O 2m 

I I I 
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①n類土器（第20図～第21図ー8-30)

II類土器は、 8-30で隆常文系土器である。隆帯文系土器は、 7タイプに分かれる。

8 -14は、断面三角形の隆帯を貼付するもので、その貼付の手法に特徴がみられる。隆帯の

貼付の仕方は、器面に貼付される際指頭で押圧貼付されるが、あまり強く接着されず若干隙間

が残る。そのためか、 10のように途中の隆帯が剥落しているものがある。口縁部に貼付される

隆帯文は間隔をもって横位に巡るが、 9のように隆帯を縦位に貼付するものもある。しかし、

形態や隆帯の特徴はいずれも類似しており、このタイプには部分的に縦位の隆帯を貼付するこ

とも考えられる。また、口唇部が8や11のように平坦面を造るものと 12-14のように断面三角

形に尖るものがあるが、これは口縁部の仕上げの部分的な状況と考えられ、別個体とは考えら

れない。器内外面には、荒い条痕を施す。色調は暗黒灰色を屋し、胎土には石英細粒や金雲母

を多星に含むのが特徴としてあげられる。焼成は堅緻である。

15・16は、間隔の密な隆帯を口縁部下に多条で横位に巡らせ、その下には二本並行の隆帯を

波状（或は山形）に貼付するものである。隆帯は指頭で強く押圧貼付され、いわゆるミミズ腫

れ状隆帯文となっている。そのため、隆帯文は、隆帯の稜部を鋭く残す形状となる。器内外面

には、荒い条痕を施す。色調は暗黒灰色を皇し、胎土には石英細粒を含む。焼成は比較的に堅

緻である。 でzr叩区――-?z
.2,,, 

17は、胴部片で細片のため定かでないが、

1本の縦位の突帯文と 2本の横位の突帯文を

組合せたタイプである。さらに、横位の突帯

文の＿卜から貝殻刺突文を施す珍しいタイプで

ある。器外面には荒い条痕文を施すが、内面

は剥落して不明である。色調は茶褐色を旱し、

胎土には長石粒や金四母を混入する。
C 21え

18は、細片のため定かでないが、 2本が並 戸

行に密着した指頭押圧の比較的しっかりした

突帝文が横位に巡るタイプのものである。器

内外には条痕文が施される。色調は灰黄色か

ら黒色の部分を呈するものもある。胎土には

長石粒を混入する。焼成は非常に堅緻である。

19-21は、比較的に幅狭な隆帯文を口縁部

に沿って横位に巡らすタイプである。外面は

細片の中に隆幣を施すため確認されないが、
悶

内面は条痕什上げである。色調は茶褐色を里

し、胎土には僅かな長石を含むだけである。

焼成は、比較的良好である。

-20-
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22-26は、間隔をもって横位に巡る隆帯を施すタイプである。隆帯の貼付には拙稚な手法が

看取される。器内外面には、荒い条痕を施す。色調は暗茶褐色を里し、胎土には長石のほか多

鼠の金雲けを含むのが大きな特徴である。焼成は比較的に堅緻である。

27-30は、隆帯をナデ整形して貼付して鋭利な断面ご角の隆帯文をつくるタイプである。そ

のためか、器内外は丁寧なナデ整形で仕上げ、条痕文は見られない。 27のように縦位に突帯又

を施文するものもある。また、 29のように突帯文下に弧状のヘラ沈線文を施すものもある。色

調は茶褐色から黒褐色を旱し、胎土には僅かな長石を含む。焼成は、いずれも良好であり堅緻

である。

これらの 7タイプは、その特徴から 8-16と17-26と27-30の3つのタイプに括ることが可

能である。
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@ m類土器（第24図～第28図ー31-71)

m類土器は、 31-71で条痕文系の上器である。条痕文系土器は、 4タイプに分かれる。 31 

-35は、 1 cm程度の部厚い器壁をもち、荒く強い条痕文で調整した尖底状の底部をもつ土器形

式である。特に、 31の口縁部から胴部片と32の底部／「は[if].__個体である。そのほかに図化され

ない多贔の破片が存在するが、その接合関係は第23図のようにかなり広い範囲で接合している。

この土器は、復元高約30cm、口径33cmを測る尖底土器である。器外面には、幅広い施文具での

荒く拙稚な条痕文が施されている。口唇部は、わずかな平坦面を作るが、現存する破片では無

文である。内面は、摩滅して保存が悪いが荒いヘラ削り仕上げが看取される。さらに底部下面

まで荒い条痕文が施されている。色調は暗茶褐色を'lし、胎土には長石粒や石英粒や金雲位を

多景に含む。 33は、その形態からほぽ[<i]類と考えられるが同一個体ではない。器外面は、 3l[n]

様に荒く拙稚な条痕が施される。器内面は、荒いヘラ削り仕上げである。器壁は若干薄く 0.8

cm-1.0cm程度を測る。色調は暗褐色を呈し、胎土には長石粒や石英粒を含むが金雲楊は含ま

ない。

36-61は、比較的薄手の器墜の条痕文系統の土器である。このタイプの器形は、 36-39のよ

うに口緑部が比較的直行して

丸く納めるものから40・43・

44のように外反するものがあ

る。器外面の条痕文も様々で、

斜位に施すものから横位、縦

位あるいは横位の条痕文の上

から縦位の条痕文を菫ねるも

の等である。また、 53のよう

に条痕文を波状に施すものも

ある。器内面は、はとんどが

条痕文で悠形するが、 45・46・

48・52のようにナデ整形やヘ

ラ削り状の整形がみられるも

のもある。 41のように条痕の

上からナデ整形を行うものも

あり、ナデ整形やヘラ削り整

形のみられるものは部分的な

部位の可能性もある。色調は、

いずれも茶褐色を呈し、胎士

には細粒の長石や石英等を混

利させるだけである。 58-60
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は、口唇部

にヘラ刻み

目文を巡ら

せている。

62・63・ 

68は、口唇 0 部に刺突文

を施すタイ ． 
プである。

施文具は、

半故竹管状

のものであ

る。器外面

の条痕文は、

横位や縦位
B 31メ:i_B2収

や斜位が屯 ． 
なるものが

あり、規則

性が薄い。

68は、口縁

部肉I針にも

刺突文が施

文されるタ

イプである。

69-71は、

条痕文の施
B3区B2区

された丸底 A3屁 A 21ぇ 胴
の底部であ

る。整形や 第23図 皿類土器同個体 (31・32)出土分布図

胎土から36-68のタイプに属する底部であることが考えられる。
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第25図 m類土器実測図 (2)
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③N類土器（第30図～第31図ー72-96)

W類土器は、 72-96で沈線文系土器である。この沈線文系土器は、 3タイプに分かれる。

72-79は、比較的シャープな沈線文を施すタイプである。直接の接合はみられないが、その

形態からほぼ同一個休と考えられる。 72・73は、口縁部片である。口唇部の僅かな平坦面には

細長のヘラ状刺突文を巡らせるが、部分的に無文部を作っている。その口縁部外面には、圃様

な刺突文を 2 列施文している。そして、それ以下は横位の沈線文が施文されている。内[~j は、

数条の横位の沈線文が施され、その 2段目に刺突文を施文している。 74-79は、このタイプの

胴部片である。いずれも沈線文幣を交叉させ、幾何学文を描く。内外面とも丁寧なナデ整形で

仕上げられている。器壁厚は、 0.6cm-O.8cmと薄い仕上げである。色調は暗褐色を里する。胎

土には、長石粒はみられるが、通常このタイプにみられる滑石は混入されていない。

80-86は、沈線文等が若T-あまいもので薄手のタイプとして括られるが、それぞれ別個体の

破片のようである。 80・81は口縁部）｝である。 80は、丸味をもった口唇部には荒い刺突文が施

される。口縁外面には、荒いタソチで縦位の沈線文が施文されるが、下地には斜位の沈線文も

石取される。内面は横位の沈線文が施文されるが、途中が部分的に止切れる。さらに、部分的

には横位の沈線文の上から斜位の沈線文も施されている。内外面とも丁寧なナデ整形でイt:上げ

る。色調は黄褐色を望し、胎上には長石や角閃石を若干含む。 81は、丸味をもった口唇部に刺

突文が施文される。口縁外面は、数条の横位の短沈線文が施されるが、途中が止切れ、その無

文部には 2列の縦位の刺突文が施文されている。口縁内面には横位の短沈線文が施文される。

内外面とも丁寧なナデ整形で仕上げる。色調は暗褐色を旱し、胎土には長石粒• 石英粒の他金

雲母を含む。 82-86は胴部破片である。いずれも横位の短沈線文に斜位の短沈線文を幾何学的

に紐合せている。内外両とも丁寧なナデ悠形で仕上げる。色調は黄褐色から茶褐色を星する。

87-96は、器壁が0. 9cm -1 . 3cmと厚く、沈線文が若'f太いタイプである。 87-91は、口縁部

片で形態から詞一個体と考えられる。 87・88・91は、口唇部は丸味をつくり、口縁部外面には

横位の沈線文を巡らす。内面にも 3条の横位の沈線文を施文する。 87は、口縁は波状に立ち上

がる。 89・90は同じ口縁部であるが、波状の頂部付近である。丸味をもつ口唇部は無文であるが、

口縁部の内外面には刺突文が施文される。 92-94は、口縁部に近い破片である。いずれも横位

の沈線文を巡らせる。地文には薄い条痕文で整形し、その上からナデ整形で仕上げている。内

面はナデ整形である。色調は赤黄褐色で、胎土には長石粒を含む。

95・96は、丸底の底部片である。その形態から87-96のタイプに属することが考えられる。

底部下面には蜘蛛巣状の短沈線文が施文される。内面は、丁寧なナデ整形で仕上げる。色調は

黄褐色を呈し、胎土には長石を若1含む。
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④V類土器（第32図ー97・98)

V類土器は、 97・98で押引刺突文系

土器である。いずれも半歓竹管状の施

文具で、力強い押引刺突文が数条施さ

れている。細片のため形態は不明であ

るが、若干内湾気味の口縁部付近と考

えられる。内面は丁寧なナデ整形で、

焼成は堅緻である。色調は、 97は暗黒

褐色を星し、 98は黄褐色を呈する。胎

土には、長石・石英の細粒を含む。

響 響］

疇・ り
98

0 3cm 

I I I I 
第32図 v類土器実測図
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⑤¥1I類土器（第36図～第41図ー99-127)

VI類土器は、 99-125で凹線文系土器である。この凹線文の系統には、次の 3種類がみられ

る。 VI-1類＝太形凹線文系土器、 VI-z類＝貝殻刺突文＋凹線文系土器、細形平行凹線文系

土器の 3種類である。 VI類土器の出土は、 B1区-82区を中心に分布している。

VI-1類土器

、 VI-1類土器は、 99-103の土器である。このタイプは、 7mm程度のやや太形の凹線文を施

すものであり、器堅も 12mm-15mmと厚い。

99・ 100は口縁部付近であるが、凹線文は口唇部の下の約 8cm程度を巡らせている。凹線文

は、比較的密接に施文され曲線や S字状に文様は展開している。凹線文間の無文部の地文には、

荒い条痕文が看取される。内面の整形は、若「荒いがナデ整形を施している。色調は赤褐色を

呈し、胎士には長石粒や角閃石等を混人する。焼成は普通である。 99は、口径約29cmを測る比

較的大形の深鉢である。口唇部は、僅かに丸味をもって平坦面をつくる。

101・ 102は、接合はみられないが99や 100と同個体の口緑部付近の破片である。 103は、

二本の粘土紐を組併せて形成された口唇部上の突起部である。

VI-2類土器

VI-2類土器は、 104-122で、貝殻刺突文を口縁部の上端に 1条巡らせその下方には凹線

文を展開するタイプである。貝殻刺突文の下方の凹線文は、 VI-1類土器と同様の曲線や S字

状の文様を展開するが、凹線文の幅は 5mm-6mmと若干細線化している。

104-106は、その形態から同一個体であることが考えられる。このタイプは、 B2区から

東側に出土の中心がみられ、 B1区から東側の未調査地域が最も濃原であることが判明した

（第34図）。 104は、頸部から若干内湾気味に立ち上がりながら口縁部で外反する。口縁部の

口径は30cmを測り、口唇部は丸味をもっておさめる。器面の整形は、条痕文で仕上げた後、丁

寧なナデ整形がみられる。刺突文は、貝殻腹縁の 2肋を使用した施文具で施文している。凹線

文は、半歓竹管状の施文具を使用して展開している。色調は黄褐色を早し、胎土には長石や石

英や金雲母等を混入する。焼成は堅緻で良好である。

107-114も同類の形態を所持するが、貝殻刺突文や器面調整に若干の違いが認められる。

さらに、器壁が6mm程度で若干薄くなり精巧なつくりが看取される。

107・ 109は同一個体と考えられるが、器内外面は丁寧な条痕仕上げがみられる。色調は茶

褐色を呈し、胎土には長石や石英や金雲母等を混入する。焼成は堅緻で良好である。 108・ 

110は、 6肋程度の幅広い貝殻腹縁で貝殻刺突文が施文されるタイプである。

115は、口縁部が波状の山形を呈し大きく外反するタイプである。波状口縁内面の山形の頂

部には、貝殻刺突文でアクセントが付けられている。器壁は 7mmと薄い。内外面とも条痕整形

の後ナデ仕上げの整形をおこなっている。凹線文は、 5mm程度の細い幅で二本平行線で施文さ

れている。色調は灰黄褐色を呈し、胎土には長石粒や金雲母を混入する。焼成は堅緻で良好で

ある。
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116・117は同一個休の頸部

から胴部片であるが、 3本平行

の約 3mm程度の細凹線文が鈎形

や山形に展開する。器壁は、約

12mm程度と比較的厚い。内外lfli B :, l;,j,B 2 1.5<. • 

とも条痕文整形の後にナデ整形

で仕上げていることが看取され

る。胴部は若「膨らむ傾刷にあ

るが、頸部で締まり口縁部は外

反することか考えられる。色調

は灰黄褐色を早し、胎土には長

石粒や令宍けを混人する。焼成

は堅緻で良好である。

119・ 120は、貝殻刺突文の

代りに半妓竹管文が施文される

ものである。 120は、半餃竹管 B3区 B21え

文の施文具の形が明瞭に分かる下了叶丁戸

ものである。半妓竹管の施文具
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は、直径 6mmで先端は平坦に仕 第35図 VI類土器同個体 (125) 出土分布図
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上げたものである。上部の一部が欠けているのが文様効果を出している。なお、凹線文の幅は

約 6mmであり、半赦竹管文の施文具と同じ大きさである。器内外面はナデ整形のT寧な仕上げ

がみられる。色調は黄褐色を呈し、胎土には長石や金雲固を混入する。焼成は、堅緻で良好で

ある。

121・122は、口縁部上端に貝殻刺突文を施文するものである。そのため、貝殻刺突文と凹線

文の間に無文部が拡がる。器壁は 8mmの厚さを測る。凹線文は、 2mm-3 mmと極端に細い。 1 

21は、小破片であるが3本平行の凹線文が施文される。器内外面とも若干荒い整形であるが、

ナデ仕上げで整形されている。色調は赤褐色を呈し、胎土には長石・石英粒を混人する。

123・124は、口縁部上端に突帯文が巡らされ、その上に貝殻刺突文が施文されるタイプで

ある。このタイプはこの系統に属するか定かでないが、 2点と少数のためこの類で説明するこ

o 

103 

゜
5cm 

I I 

>
第36図 VI類土器実測図 (1)
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とにする。その突帯文の下方は無文であるが、小破片のためその下に凹線文が施文されるかど

うか不明である。器墜は 7mm程度と薄い。器内外面は、ナデ整形の丁寧な調整が施される。色

調は茶褐色を用し、胎土には長石・金雲母・角閃石等を混入する。

VI-3類土器

VI -3類土器は、 125-127であり細形凹線文系土器である。

125は、本遺跡出土の唯一の完形品である。 B2区の狭い範囲に集中して出土している（第

35図）。口縁部の直径は22.7cm、底部径は 9cm、器尚は25.5cmの深鉢形土器である。器形は、

底部は平底で胴部は僅かに張る。外llliはそのまま外反気味に立ち上がるが、内面は頸部で締ま

るように内向して稜をつくる。そのため、この稜の部分の器嘩は若干厚くなる。そして、口縁

部はそのまま外反する。口縁部は平縁口緑で、口唇部は丸みをもって納める。器形は片方に傾
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第41図 VI類土器実測図 (6)
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いており、左右対称とはならない。器外面は荒いヘラ削り整形で仕上げられ、器内面は若干荒

いがナデ整形の仕上げか看取される。文様は、口唇部と口縁部の上端だけに集約される。口唇

部文様は、斜位の刻目 4個が 1組となり 8筒所に施文される。口縁外面文様は、 3mm程度の細

形門線文が途中で止切れたり父叉したり屈曲したりするが、｀基本的には 3本平行に口縁部を巡

る形をつくる 3 色調は、赤褐色を'Eし胎土には比較的大粒の長石や角閃石を混人する。焼成

は酋通である c

]26は、口縁部破片である。口縁部は大きく外反して、口唇部は細く尖る。内外面とも荒い

条痕仕上げである。器壁原は、約 1.2 cmを測り比較的厚い。文様は、細片の中に 3mm程度の細

形凹線文が 3本平行に施文されている c 色調は茶褐色を足し、胎土には長石粒や金雲母等を混

人する。焼成は普通である。

]27は、口縁部破片である。細片ではあるが、その部位から口縁部は、波状山形口縁を呈す

る。口縁部は、頸部で締まり、そこから大きく外反する。口唇部は丸味をもって納める。口唇

部には口縁に直行した 3本 1組の刻目文が施文されるっ色調は暗茶褐色を呈し、胎土には長石

や角閃石を混入する。焼成は良好である。
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⑥頂類土器（第44図～第46図ー128-148)

W類士器は、 128 -148の土器で平行凹線文間の無文部に貝殻刺突文を充填させるタイプの

ものである。軋類士器は、 B2区と C2区を中心に分布している。このタイプの貝殻刺突文の

施文の仕方には異なった各種の手法がみられる。

128 -138は、貝殻腹縁の 2肋程度の短い施文具で平行凹線文間に縦位或は若干斜位に刺突

充填させるものである。このなかでも個休別に若干の違いが看取される。

128 -130・132は、接合はみられないがその形態から同一個体と考えられるものである。

128は、その口縁部破片である。口縁部は大きく外反して、口唇部は平坦に納める。まず、そ

の口唇部平坦面の下端の稜部に貝殻刺突文が施文される。そして、頸部付近には、平行する 2

本の凹線文間に貝殻刺突文を施文している。貝殻刺突文は、若干斜位に施文されている。器壁

は8mm程度の厚さである。 129・130・132は、いずれも胴部破片である。器壁厚は 8mm-9 

mm程度を測る。器外面の貝殻文の充埴された凹線文は、平行及び直角に曲がり文様を展開して

いる。内外圃ともナデ整形で仕上げ、焼成も良好である。色調は暗黄褐色を呈し、胎土には長

石粒や石英粒や金雲f吐等を混人する。

131は、凹線文を流水文状に施文し、その間の無文部に交互に貝殻刺突文を充填させるタイ

プである。流水文の端部の曲線が文様効果をあげ、さらに、区切りの部分には縦位の流水文状

の凹線文も施文される。これらの凹線文は、 1本の凹線文が連続して平行線文様を構成してい

るものである。内外面ともナデ整形で仕上げ、焼成は良好である。色調は明黄褐色を呈し、胎

土には長石粒や石英粒を混入する。

133 -137は胴部片である。平行する凹線文間に斜位の貝殻刺突文が充填されている。 137 

のように、平行線文から曲線文へ連続しているものもある。 133・134・136は、直接接合し

ないが同一個休の可能性が強い。色調は明黄褐色を星し、胎土には長石粒や石英粒を多最に含

む。焼成は普通である。 135・137も直接接合しないが同一個体の可能性が強い。色調は暗黄

褐色を里し、胎土には長石粒や金雲母を混入する。焼成は、堅緻で良好である。

138は、口縁部片である。口縁部は大きく外反し、口唇部はやや丸く納める。口唇部の下端

には貝殻刺突文を施文している。幅狭な平行凹線文間に、貝殻刺突文を丁寧に施文している。

器内外面は、丁寧なナデ整形で仕上げられている。器壁は 6mm程度を測り、均厚な仕上げであ

る。色調は暗褐色を屋し、胎土には長石の細粒が含まれる。焼成は、堅緻で良好である。

139 -145・148は、平行凹線文間に横位の 1条の貝殻剌突文を施文するタイプである。

139・140・144・145・148は、同一個休片である。胴部は若干張り、頸部で僅かに締ま

り口縁部は大きく外反する。口唇部は丸味をもって納める。口縁の外反部の外面は無文部で、

頸部以下胴部にかけて 2本平行凹線文が施文される。 2本平行凹線文は、平行線文の他渦文な

どの曲線文を描く。凹線文間に 1条の貝殻刺突文が施されている。器内外は、ナデ整形の丁寧

な仕上げがみられる。器壁原は 7mmから 8mmを測る。色調は灰褐色から明褐色を呈し、胎土に

は長石の細粒が含まれる。焼成は、堅緻で良好である。
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141 -143は、同タイプの別個体である。 148などとほぼ同形態であるが、平行凹線文が口

縁直下から施文されている。色調・胎土・焼成は、ほぽ類似している。

146・147は、平行凹線文間にヘラ状刺突文や円形刺突文を施文するタイプである。このタ

イプはこの系統には属さないが、 2点と少数のためこの穎で説明することにする。

146は、若干張った胴部破片である 0 2本平行の凹線文間にヘラ状施文具で斜位の刺突文が

施文されている。器内外とも丁寧なナデ．整形で仕上げられている。色調は黄褐色を呈し、胎土

には長石粒や金雲母を混入する。 147は、胴部から頸部片である。 3本組凹線文は平行線文と

渦文を組合せて文様構成している。渦文の内側に円形刺突文が連続して施文されるタイプであ

る。円形剌突文は、約 2mm程度の直径を測る。この円形刺突文は平行凹線文と同じ大きさを測

り、平行凹線文と同じ施文具で施された可能性が強い。
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147 

第46図 VlI類土器実測図 (3)

⑦珊類土器 （第47図～第49図ー149-162)

珊類土器は、 149 -162で口縁部屈曲系土器である。渭類土器は、各区から万遍なく出土し

ているが、特に集中する部分はみられない。口縁部が、平縁口縁 (149) と波状の山形口縁

(150 -162) とがある。また、文様の施文具と手法に若干の違いがみられる。

149は、口縁部が「く」字状に明瞭に屈曲し外反するタイプである。そのため口縁下端に屈

曲の明瞭な稜線をつくる。口縁部は平縁で、口唇部は丸味をもった平坦面をつくる。この匝曲

稜線の上下には、斜位の貝殻刺突文が施文される。そして下位の貝殻刺突文の下端には横位の

貝殻刺突線が施文される。口径は約27cmを測り、器壁は 7mm-8mmの均頃に仕上げる。器内外

面は、 T寧な条痕整形の後部分的にナデ整形で仕上げている。色調は茶褐色を呈し、胎土には

長石粒や石英粒を比較的多量に含む。焼成は背通である。

150 -162は、口縁外面にわずかに屈曲の稜線を残し、波状の山形口縁をつくるタイプであ

る。 150・151は、稜線の上下に斜位の貝殻刺突文を巡らせ、下位の貝殻刺突文の下端にさら

に刺突文を施すタイプである。 150は、左から右下がりの貝殻刺突文の下に逆斜位のヘラ状の

刺突文を施文している。 151は、同じ左から右下がりの貝殻刺突文の下に同斜位の貝殻刺突文

を施文している。 152は稜線の上下の貝殻刺突文だけの施文である。 153・154は、稜線の下

だけに刺突文が施文されるものである。両方とも刺突文はヘラ状の施文具である。 155・156

はその形態から同一個体が考えられ、稜線の上下に貝殻刺突文が施され、下端の貝殻刺突文の

下にさらに貝殻刺突文を施すタイプである。 158・159・161・162は、稜線の上下にヘラ状

施文具で刺突文を施すタイプである。下端の刺突文は小破片のため不明である。 160は、貝殻

刺突文を施すものであるが、貝殻腹縁の肋筋が明瞭に観察されるものである。
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第49図 VII[類土器実測図 (2)

⑧ IX類土器（第51図～第52図ー163~179) 

IX類士器は、各種の底部を一括した。底部には、平底と上げ底がある。上げ底は、 178が 1

点のみで他は平底である。

平底の底部はそのまま斜めに胴部に立ち上がるものと、 172のように底部の接地面が外側へ

拡張して踏ん張り側面で締まりそこから胴部へ立ち上がるものがある。

平底には、圧痕を有するものと無文のものがある。圧痕を有する平底には網代ともじり編

みの二種類がある。 173・175はもじり編みで、他は網代である。

163 ~ 166は、網代底で平編みである。経（たて）条は直径 2.5皿沫呈度の棒状の植物繊維状

の素材で、緯（よこ）条は幅 6mmの平たい植物繊維状の素材で編んでいる。

167 ~ 172・174は、網代底の綾編みである。

167は、網代底の編みの絡みが比較的明確に看取される。経条は径 Zm両呈度の角材が使用さ

れ、緯条は 4m而呈度の平たい素材が使用されている。編みは、変形綾編みである。 1本の緯条

をみると、右から左へ 3超え 2潜り 1超え 2潜り 3超え l潜り 1超え l潜り 1超え 1潜り 3超

えの繰り返しの様である。また、端部は少し編み方が乱れている部分も観察される。

-52-



168・169は、綾編みである。同一個体の可能性があり、 3超え 3潜り 1送りであろう。

170・171は、網代痕跡が僅かに中央に残り、固囲は磨消している。綾編みであろう。

172は、変形の綾編みである。

173は、 もじり編みである。経条の間隔は 4mm~5mmで、緯条の間隔は約 1cm幅のもじり編み

である。

174は、若干荒い

イ",;,,,/、＇ク/， 

が網代の平編みの可 、み
・1 ff) 

能性が強い。

油
． 

175は、最も明瞭

に判明するものでも

じり編みである。経

条ぱ 2皿沖且度の丸い

索材で、経条の間隔 V 170 

は約5皿忙呈度である。
C 2 5<"/三 ＼C2区C・I区

緯条は比較的太い紐 B3区B2区 B2区 Bl区
で絡み、緯条の間隔

は約 1cm輻のもじり

編みである。 164 ． ． 
y- ． • el66 

176・177・1791j:、 173 、ヽ7J
1お -6 "' 

無文の平底である。 179 
0177 ． 

177は、底部側辺は

垂直に立ち上がりそ

．＼し、~~:こから大きく外反し
2々

て胴部へ続ぎ、底部

が誇張されるものも 174 ． 
ある。 B3区B2区 132区Bl区

178は、上げ底の A3区AZ区． A2区Al区
底部である。底部の ． 
接地面は、幅約 1.5 

• t•l68 
169 ． 

cm、高さ約 2m面劉度

の高台状になる。 I • ． 
゜

Zm 

第50図 区類土器出土分布図
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第 1表 出土土器一覧表I

番号 類別 標高 区・層 器種 部付 法量（径・品・ 1厚）叩 胎 土 調整 焼成 色調

1 I 71.17 B-2X 深鉢 胴部 器壁原 08-0 9 長石・石英 ナデ 普通 茶褐色

2 ,, 71. 7 B-3 X. ,, ,, ,, 0 8 ,, ，， ,, ~ 

3 ~ 71.1 B-2X ❖ ，， ,, 0.7 長石・金雲母 ケ 良好 灰黄色

8 II 63.8 C-1 VI • 口縁部 口径28.5, 器原0.8 石英粒・金雲母 条痕 堅緻 暗黒灰色

， ,, 71. 395 B-2VI . . 器壁厚 0.7 長石・金雲母 ナデ
,, ，， 

10 " 71.24 C-1 VI . ~ ヽ 0. 7-0 8 長石 ❖ ,, ,, 

11 ,, 64 .1 C-1 VI • ,, ,, 0.8 石英 条痕 ~ 黒茶灰色

12 ,, 71.28 C-1 VI • • • 0.8 ,, ,, ，， 灰黒色
（他）

13 ，， 70. 975 C-1 VI ・ク ，， ❖ 0.8 長石・石英 条痕・ ナデ 普通 黒灰色

14 ,, 70. 505 B-21/1 . ❖ ケ 0.6-0.7 長石・金雲母 ，， ケ 茶褐色

15 ，， 71.61 B-1 VI ケ 胴部 ,, 0.5-0.6 長石・石英 条痕 堅緻 暗黒灰色

16 ,, 71 35 B~zvr ，， ,, ,, 0.5~0 6 ❖ 
,, ,, ケ

（他）

17 ・ヽ 71.3 B-2VI ,, . ケ 0.9-1.0 長石・金雲母 ？ 普通 茶褐色

18 ~ 71.34 A-2VI ， ケ
,, 0.7 長石 条痕 堅緻 黄灰色

19 . 71.56 B-1 VI ,, 口縁部 ,, 0. 7 • ，，， 良 好 茶褐色

20 . 71.49 B-1 VI ,, ，， ，， 0. 7 長石・石英 ケ ,, ケ

21 • 71 26 B-1 VI ，， 
" ケ 0.6 長石 . ，， ケ

22 • 71.46 B-2VI ケ 胴部 ,, 0.8 長石・金雲母 • 堅緻 暗茶褐色

23 ,, 71.25 C-1 VI ヽ ,, 
ケ 0.8-0.9 ，， 

" 
,, ，， 

24 ，， 71 43 B-1 VI ，， 
‘ 

,, 0.6-0.7 ケ " 
,, ,, 

25 • 71.45 B-2¥11 ,, ,, ,, 0.6-0 8 ,, ,, ケ ，， 

26 ,, 71.52 A-2VI • • • 0. 7 ケ • • ，， 

27 . 71.36 B-2VI ,, 
‘’ • 0.6-0.7 ケ ナデ " 黒色

28 ,, 70 97 C-1 VI • ，， ,, 0.8 長石 条痕 ‘ 茶褐色

29 ,, 62.2 C-lW • • ,, ？ ， ？ 、 茶黒色

30 ，，， 71.51 C-1 ¥II ,, ,, ,, 0. 7 ,, ？ • 茶褐色

31 III -(1) 
71.47 B-2Vl ,, 口縁部 復元高29.0, 口径32.7 長石・石英 条痕・ヘラ ,, 暗茶褐色
（他）

32 ケ
71.67 B-2VI ,, 底部 底部限 1.6 ❖ ケズリ・ナデ • 暗褐色
（他）

33 ケ 71.445 A-21/1 • 胴部 器壁原 0.8-1.0 ，， ケズリ ，， ケ

34 ~ 71.5 C-2VI ，， 底部 底部原 1.8-0.8 ，， ケズリ・ナデ ‘ 黄褐色

35 ク 71. 585 A-ZVI ,, . ,, 1.5 ケ ？ ケ • 
36 ill -(2) 71.33 C-1 VI ,, 口緑部 器壁厚 0.8-0.9 ❖ 条痕 . ケ
37 ,, 71.47 B-1 X ，， ❖ ,, 0.8 ,, ナデ • ,, 

38 ,, 71. 555 B~2VI ,, ，， ,, 0.6 長石・金雲母 ,, 良好 茶褐色

‘ヽ

39 ，， 71.2 B-2VI ，， ，， ,, 0. 7 長石・石英 条痕 普通 黄褐色

40 ，， 7（1.他6）5 A-2Vl ,, ，， ,, 0.4-0. 7 ,, 条痕・ナデ ,, 茶褐色

41 " 71.12 C-1 VI ,, 胴部 ,, 0.7-0.8 ,, ,, ,, ,, 

42 ~ 71.67 B-1 VI ,, 口縁部 ,, 0.6 ,, ナデ • • 
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第2表出土土器一覧表

番号 類別 標高 区・層 器種 部位 法量（径・高・厚） cm 胎 土 調整 焼成 色調

43 ill ~ (2) 63. 7 C-1 VI 深鉢 口緑部 器壁原 0.8 長石• 石 英 条痕・ナデ 普通 茶褐色

44 ，， 71.46 C-2VI ,, ,, • ケ • ~ 堅緻 赤褐色

45 ,, 71. 51 B-2V! ，， 胴部 • ，， ,, ケズ•リ・ナデ ケ ケ

46 ❖ 71.53 ,, ,, ,, ク・ ,, ,, ，，， ケ
,, 

47 ❖ 71. 3 B-1 VI ,, 
ケ ❖ ,, ,, ナ デ • ‘’ 

48 m -131 71 61 A~ZVJ ,, ,, • ，， ，， ケズリ・ナデ ,, ，， 

49 ケ
71.52 B-2Vl ，， ,, ,, 1.0-1.1 ,, ＊ 久 痕 普通 茶褐色
（他）

50 • 70.315 ，， ，， ，， ，， 0.8 • 条痕・ナデ ，， ~ 

51 ， 71. 5 A-1 VI ，， ，， ，， 0.7 • 条 痕 ，， ケ

52 • 71.34 B-2VI ,, ，， • 0.7-0.8 ,, 
ケズリ・ナデ • ，， 

53 ,, 71 63 B-2¥1 ，， ，， 
（他）

,, 0.7-0.9 ,, ~ ケ ，， 

54 ，， 71.275 B-2VI ケ ケ ❖ 0.7-0.8 ，' 条 痕 ,, ,, 

55 ，， 71.4 ,, ，， クヽ ,, 0.6-0.9 ，， ,, ,, ,, 

56 ，， 71.53 B-1 VI ，， ，， ,, 0 9-0.1 • ケズリ・ナデ ,, ❖ 

57 ・ヽ 71.26 B-2VI ，， ，， ，， 0.7~0.8 ❖ 欠＊ 痕 ，， ，，， 

58 m -141 71 27 B-2VI ，， 口縁部 口径23 器壁厚0 6-
0.7 

,, 条痕・ナデ 晋通 茶褐色

59 ，， 71.69 B-3VI ，， ，， 
(f也）

器壁厚 0.6-0.7 ，， ナ デ 堅緻 ,, 

60 ，， 71. 505 ,, ,, ,, ,, 0.7 ,, ,, 普通 ，， 

61 、 71.43 C-ZVI ， ，' 
,, 0.7 ,, 条痕・ ナデ • ~ 

62 ，， 71. 7 B-211 • ❖ ,, ，，， ,, ナ デ
普通

黄褐色
（やや堅緻）

63 ,, 71. 645 ，， • • ,, ，， 
" 

，， ，，， • 
64 • 71.56 C-2VI ケ • ，， 0.7-0.8 ,, 

条痕・ナデ 普通 茶褐色

65 • 71.25 B-3VI • 胴部 ,, 
ケ

,, ，，， • ~ 

66 ケ 71. 57 B-2VI ，， ，， ，，， 0.8-0 9 長 石 ，，， ,, ❖ 

67 'l 71.23 B-3VI ，， ,, ，， 0.7 ，， ナ 7一―ヽ ❖ 赤褐色

68 ill -(5) 71.48 B-2VI ,, 口縁胴 口径28 器壁原 0.7 長石・石英 条痕・ナデ ‘ • （他）

69 ,, 71.63 B-2VI ,, 底部近く 器壁厚 0.7~0.8 ,, ，， • ,, 

70 ケ 63.9 C~lvl ，， 底部 底部厚 0.9 ~ 木欠 痕 • 黄褐色

71 ,, 71. 76 A-1 VI ケ ,, 器壁厚 0.6-0.7 ~ ~ 良 赤褐色

72 N~Ill 71.135 C-2Vl . 口縁部 ，' 0.8 . ナ デ 堅 緻 茶褐色

73 ,, 71.33 C-1 VI • • ，， ，， . ，， ,, ❖ 

74 ,, 71.59 C-2V! ,, 胴部 ,, 0.7-0 8 ,, ，， 良 好 暗褐色
（他）

75 ,, 71 37 C-2VI ,, . ,, 0.8 ,, ,, • ,, 
(1也）

76 ケ 71.54 A-2Vl ，， ケ
,, 0.6-0. 7 ~ . • ~ 

77 . 71.56 C-2VI ,, 
ケ

,, 0.75 ~ • ケ ケ

78 ,, 71. 6 ， ,, 
" " 0.8 

,c, ,, ,, 
ケ

79 ， 71.59 ,, ,, ~ " 0.7-0.8 
，， ,, ,, • 

80 ,, 71 6 
A-2VI " 口縁部 " 0.6-0.7 ，， ，， ,, ， 

(f也）

-57-



第3表 出土土器一覧表

部 器壁I'/0.8 

箪 ,, 0.8~0 9 

,, 0.5 

// 0.9 

,, 0.8 

• 0 7 ， 

部 " 1 0 

~1.0-1.1 

• 1.1 

，'，'  

,, 1. 0 

部 ,, . 
• 1 1 

I 

94 ,, 71 42 C-1¥1 ,, II討近く ,, 1.0 

% ,, 71 56 B-ZVI ,, 底部 ,, 1.1 

96• 71 62 C -1 ¥:1 ケ，' ヶ 1.2 

97 V 71 12 R 2¥1 ,, I II縁近く ケ 0. 6-0. 7 ’’ 
ク 昭 緻 賭礼褐色

98 ,, 71 fi9 B-3'¥1 ’’ 
,, ケ 0.5-0 6 ‘‘ 

,, ❖ 黄褐色

99 ¥1 -(]) 71 57 
（イ也）

C-2¥1 ,, r1緑部 口径28s, r11.2 長石・角代1石 条痕，ナデ 普通 赤褐色

100 ケ 71 26 C-2¥1 ’’ ク 料壁呼 1.1~1.2 ,, ,, ,, ,, 

101 ,, 71 74,, B 2VJ ケ 胴部 ケ 1.0-1.1 長石・石英 々 ,, ク

， 

102 'l 71. 73 lj ,, 
’’ 

,, 1.0-1.1 ,, ’’ 
，， ,, 

103 ,, 71 69 ,, ,, II縁部 ，， ].0-1.2 ,, ,, ,, 々

101 VI~!21 71.68 
(/也）

,, ケ
,, 口径30, ~ 苔壁四 0-.9 1 0 長石・石苺・金雲j:J: ,, 良好 黄褐色

105 ,, 71. 66 
(ft¥!) 

,, ,, ,, . . ❖ 
,, ,, 

" 

106 ❖ 
71 71 
(l也！

B-1 VI ❖ 胴部 器壁厚 0.9-10 
，， ,, ,, ,, 

107 VI -(3! 
71 71 B-2¥1 ， fl縁部
(j也）

,, 0 7 ， ,, ,, 茶褐色

108 ，， 71.42 B-211 & ,, ,, 0 8 長石・金雲母 ,, ,, 暗褐色

109 ,, 65 2 A-2VI ,, ケ ケ 0 7 長石•石英・金雲母
,, ク 茶褐色

110 ,, 71. 69 B ~2VI 々 ,, • 1. 0 長石・金雲母 ナ デ ， 茶褐色

111 ク 71.345 C-211 ,, ,, ,, 1.0 • 条痕・ ナデ ， ,, 

112 ,, 71. 69 B-2¥/1 ,, ,, ,, 1.0 長石・石英 ナ デ ，， ,, 

I] 3 ’’ 71. 67 B-1 VI ケ 胴部 ,, 0.9 長 石
,, ， 黄褐色

114 ,, 71. 46 C-1 VI ,, n縁部 ,, 1.0 ，， 条痕・ナデ & 茶褐色

115 ,, 71 72 A-2VI ,, ，， ,, 0. 7 長石・金雲母 ,, ,, 灰黄褐色

116 VJ -141 71.36 B-2VI ， 胴部 ,, 0.8-0.9 ,, ,, 堅緻 ~ 

117 ,, 71.65 C-2VI 0 ， ❖ 0.8-1.0 長石・石英・金雲母 ,, ,, • 
118 ,, 71. 75 A-2VI ,, ， ,, 0.8 長石・石英 “ 

,, 黄褐色
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第4表出土土器一覧表

番号 類別 標高 区・附 器種 部 位 法鼠（径・高.}早） cm 胎 土 調 整 焼成 色 調

119 VI ~ 141 71 715 B-lv1 深鉢 lJ縁部 器壁/';.0 8 長石・金雲母 条痕・ナデ 普通 黄褐色

120 ,, ク A~l表 ,, ,, ,, 0 9 ,, ナ デ クヽ • 
121 ,, 71.69 B-2VI ,, 々 ,, 0.8 長石・石英 条痕・ナデ 良好 赤褐色

122 ,, 71 555 
(/也）

B-2VI ， • ,, 0 7 • ナ T 一ゞ ケ ク

123 ,, 71 62 C-2V! . ❖ ❖ ,, ,, ク 々 黄灰色

124 ,, 71 44 B-2VI ~ " 
& ケ

,, . ,, 0 

125 11 -(5) 71. 7 R-ZVI " 完形 L-lif22. 7, 泣iさ255 長石・角閃石 ケズリ・ナデ 袢通 赤褐色

126 . 71 53 C-2Vl 1/ 口縁部 器壁厚 I.2 長石・金雲母 ォ久ゞ 痕 ，， 茶褐色

127 ,, 71. 745 B-2Vl ❖ ,, ❖ 0 6 長石，角閃石 条痕・ナデ 良好 ❖ 

128 Vil (1) 71. 5 C-1 VI ケ ,, ケ 0.9 ,, ナ デ ケ 赤褐色

129 ,, 71. 55 B-2Vl • 胴部 ❖ 0 8-0.9 長石・石英・金雲母 ,, ，， 暗黄褐色

130 ,, 71 415 A-2¥11 ,, . ク 0.8 ,, ，， 良 • 
131 ,, 71 51 

(/也） C-lVl ❖ ,, . 0. 9 長石・石英 . 普通 明黄褐色

132 • 71 575 A-2VI ケ ,, ,, 0.6-1.0 長石・石英•金雲母 • 良好 暗黄褐色
（他）

133 C 71.45 B-1 VI ’’ 口縁部 " 0 9-1 0 ,, . ,, 朋黄褐色

134 . 63.2 CJV! ，， 胴部 ,, 0.8-1 1 ,, . ヽ~ ク

135 • 71.68 B-2Vl ，， ,, ,, 0 5~0. 7 長石・金雲母 • ，， 暗黄褐色

136 • 71.38 C-1 VI ク ,, ク 0 9-1.2 長石・石英 ,, ,, 朋黄褐色

137 ,, 71.63 B-21/1 ， • ❖ o s~o.9 長石・金雲母 ,, ，， 賠黄褐色

138 ,, 71.26 C-1 VI ケ 口縁部 ,, 0 6 長 石 ‘ 
， 暗褐色

139 Vil -12) 71.62 B~2Vl ，， ,, ,, 0 7-0 8 ,, . 堅緻 ／辰明褐色
(f也）

140 • 71. 73 
B-2Vl ,, ,, 

ケ ❖ & 0 ❖ ，， 
(j也）

141 ,, 71. 7 B-2VI ~ ,, ケ 0.9 長石・金雲母 条痕・ナデ 良好 茶褐色

142 ❖ 71.58 B-2Vl • ,, ,, ,, 長石・石英・金雲母 ナ デ ,, ,, 

143 ケ 71.67 B-2VI 0 胴部 ケ 0 6~0.9 長石・金雲母 条痕・ナデ ケ 暗褐色

111 ❖ 71.64 B-2Vl . ,, ,, 0.8 長石・石英 ナ デ . 灰明褐色

145 . 71.65 
（他） B-2VI ，，， ,, 胴径 28 ,, . ，， ，， 

146 \~ 一 (3) 71. 61 A-2Vl ,, ,, 器壁f'/.0.7-1.0 長石・金雲母 C ,, 黄褐色

147 ,, 71. 67 B-2Vl ,, ,, . 0.7-0.9 長石・石英 ,, ,, 赤褐色

148 ， 71.42 B-2VI ケ ,, ,, 0.8 ,, ,, 
ケ ／天明褐色

（他）

149 1111 -(1) 71.695 C-ZV! ,, 口縁部 口径27,器壁f'/.07-0 8 • 条痕・ナデ 蒋通 茶褐色

150 ケ
71 32 C-1 VI ,, ，， 器壁I~1.0 . . 良 ,, 
(i也）

151 ケ 71.53 B-111 ,, ク ケ 0. 9-1 0 • ‘’ 苦通 赤褐色

152 ケ 71 64 B-Zi~ ,, ,, ,, 1.0 長石・金雲母 ,, ，， 茶褐色

153 ,, 71 65 C-2i1 ，， ,, • 0.8 長石・石英 " 
,, 

" 
154 ,, 71 26 C-2¥1 • ,, ，， 0. 7 長石•石英・金雲母 ，， 

" 
,, 

155 VIII -121 71. 69 B-2¥1 • ,, ,, 0.7~0 8 長石・石英 ナ テ ケ ,, 

156 ,, 71 53 B-1 ¥1 ‘ 
,, 

ケ 0. 7 0 り ,, 1、
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第5表 出土土器一覧表1

番号 類別 標高 区・層 器種 部位 法量（径・高・厚） cm 胎 士 調整 焼成 色調

157 VI -(2) 71.405 C-2VI 深鉢 口縁部 器壁厚 1.0 長石・金雲母 条痕・ナデ 良好 赤褐色

158 ,, 71. 74 A-2VI ， ，， ,, 1.1 長石・石英 ,, 普通 褐色

159 ~ 71. 78 B-21/1 ,, ,, ，， 1.0-1.4 ，， • ,, ,, 

160 ヽ 71, 7 C-ZVI ， ク . 1.0 ,, ❖ ，， ,, 

161 . 71.45 C-1 VI . 
" 

,, 0.7 ,, ,, ❖ 
,, 

162 ~ 71.25 C-1 VI • ,, ,, 0.9-1.0 長石・金雲母 4 ，，， 茶褐色

163 IX -(1) 71.35 B-1 VI ケ 底部 底径 7.9 長石•石英•金雲母 4 ,, 灰褐色

164 1- 71.63 B-2Vl ，， ，， 
" 7 8 長石• 石英 ナ デ 良好 灰褐色

165 ~ 71 28 B-2VI . . ,, ,, 1 4 ,, ？ ,, ❖ 

166 J 71 57 B-2VI • ，，， ，， 1.8 ,, ？ ,, • 
167 ,, 71. 715 • • ，， ケ 9. 7 ， ナ デ 普通 ‘ 
168 ,, 71. 555 A-2VI . ‘’ ,, ？ ‘‘ 

,, ，， 暗褐色

169 ,, 71.41 ,, • ❖ ，， 9.4 ，， ,, ,, 灰褐色

170 ,, 71 63 c-zw • ，， • 10.3 長石・石英・金雲母 条痕・ナデ 良好 茶褐色

171 ,, 71.54 B-1 VI • . . 9.8 長石・金雲母 ナ デ ，， ❖ 

172 ,, 71. 685 B-2VI . ，， ，， 7.9 長 石 ,, 普通 茶褐色

173 IX -12) 71 55 B-2Vl • ，， ,, 10.0 • ，， ケ " 
174 ,, 71. 7 B-2Vl . ❖ ？ 長石• 石英 条痕・ナデ ，， ケ

175 ケ 71. 495 B-1 VI ケ ,, 底径10.8 ,, ,, ,, ，， 

176 ,, 71. 395 B-2Vl ,, ❖ ，， 8 ❖ 
,, 良 暗褐色

177 ,, 71. 73 B-2VI ケ . ,, 11 ,, ナ デ 普通 灰褐色

178 . 71.59 C-1 VI 、 • . 8.5 ,, ケ 良好 茶褐色

179 ~ 71. 73 B-2Vl ケ • ，， 8.0 ‘‘ " 
，， ❖ 

加工品 (1)

番号 類別 標高 区・層 器種 部位 法量（径・高• 原）叩 胎 土 調整 焼成 色調

417 71.49 C-lN 深鉢 口縁部 径 5X4. 7 長石・石英 やや面取り 普通 黄褐色

418 71. 785 A-2N ケ 胴部 ,, 6X4.8 長石・金雲母 打ち欠き • 赤褐色

419 71.56 B-lN • • . 4.3X4.1 ,, やや面取り • 茶褐色

420 71. 77 B-2N ‘’ • • 4X4.5 長 石 打ち欠き ,, ,, 

421 71.55 B-lN ,, 
‘ 

,, 3.3 X3.4 長石・金雲母 ,, ，， ,, 

422 71. 76 B-2N ,, • ,, 3.3X3.4 長 石 やや面取り • 暗褐色
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3 石器

石器は、いずれも VI層出土のものである。石器 I(石鏃）、石器II(石錐・石匙）、石器III

（石斧）、石器N(磨石）、石器V(敲石）、石器VI(石弾）、石器Vi(凹石）、石器＂（石皿）に

類別して説明する。

①石器I(石鏃） （第56図～第67図ー 180-361・363・.365-381) 

石器I(石鏃）は、完形品・破損品・破損部分品・未製品・用途不明品等を含め 202点出土

している。材質のほとんどは黒耀石で、気泡の多いものと透き通った縞模様のもの、光沢のあ

る黒色の良質のものがある。そのほか、わずかに玄武岩、石英製のものもみられる。

形態はバラエティーに富んでおり、ここでは比較的まとまりのあるものを 9つに分類を試み

た。まず、大別して I類（平基式） . II類（凹基式） ・ill類（円基式）とし、さらに、 I類を

AとBの2つに、 II類を C・D・E・F・Gの5つに、 m類を Hに、最後に未製品及び特殊な

形態のものをN類にそれぞれ分類した。以下に説明をする。

石鏃形態分類模式図

綺
I A類

贔
I B類

贔
11 C類

巖

IA類一ほぼ正三角形を呈する形態 （第56図ー 180・182-18 

6・188 -191・193・195・196 第57図ー 199・202-

208) 

204・205・2 07はずいぶん破損しているが、この形態に属するも

のと推定できる。 193・199・203は正三角形で丸みをもつものであ

る。計測平均値は大体長さが13.8mm、最大幅16.8mm、厚さ3.16mmで破

損品がきわめて多い。ほとんどがB2区のW層出土である。材質は透

明感の少ない黒色の黒耀石と気泡のやや多い黒耀石とがある。

I B類一ほぼ二等辺三角形を呈する形態 （第56図ー 181・187・

192・194・197 第57図ー 198・zoo・201・209・210)

194は基部両端を欠くが、 197は側縁部を欠き、やや分厚く歪な形

態を有するが、ここに分類できる。計測平均値は大体長さが15.35mm、

最大幅13.0mm、厚さ 3.5mm、IA類より長く、最大幅は短い。 IB類

は、 CZ区のVI層からの出土が多い。縄文時代後期土器に伴なうもの

と推定できる。材質は黒色を呈する気泡の多い黒耀石である。

II C類一正三角形または二等辺三角形の基底部にゆるやかな弧状の

扶りがはいる形態

（第58図ー 211-214・216 -219・222・226 -229・232・ 
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鼻
II E類

I[ F類 II D類一正三角形または二等辺三角形の基底部中央に小さく扶りを

もつ形態

（第58図ー 215・220-225・230・231・234・236 

第59図ー 237・239-242・245・247・249・251 -

254、第61図ー 275)

II C類と同様、長幅比の小さな一群である。小型のものが多く計測

平均値は長さが13.3mm、最大幅約14.9mm、厚さ約 2.7mm、挟りの深さll G類

鬱
IlIH類

233・235 第59図ー 238・243・244・246・248・250

第61図ー 273・276・277)

長幅比が小さい一群である。このタイプは 212・215・223のよう

な側縁部分が内湾気味のものと、 219・222・227・229・235のよ

うな外湾気味の側縁部とに分けることができる。この形態は小型のも

のが多く、比較的大きな破損は少ない。計測平均値は長さが約11.8mm、

最大幅14.0mm、歴さ約 2.3mm、挟りの深さ約1.17mm、袂りの輻約 9.5

mm、菫さ0.30gを測る。材質は比較的良質の黒耀石が多く 226・229

等は透き通った縞模様の黒耀石である。

約1.15mm、袂りの幅約 7.2mmを測る。比較的透き通った縞模様の黒耀

石がみられる。

N 類

II E類一ほぼ正三角形状を呈し、側縁部がやや内湾気味で先端また

は両脚部のいずれかが丸味を帯びた状態

（第 60図ー 255~267)

265のような袂りの深いもの、 258のような袂りの浅いもの、 261 

・263のような未製品状のものもあるが同ー・のグループに含めた。計

測平均値は長さが約14.4mm、最大幅14.4mm、厚さ3.12mm、挟りの深さ

1.4mm、挟りの輻約 9.5mmを測る。材質はすべて黒耀石であるが、267

は鈍い色の黒耀石で他のものと様相が異なる。

II F類ー形態はそれぞれ異なるが比較的扶りの深い一群。

（第61図ー 268-272・274・275・279 -281、第62図ー 286・287)

挟りの深さの平均値約 5.5 mm、270・272の両脚部がやや細長くつくられ「く」の字形にな

ったもの、 279のような側橡部下半に一対の突起部を作り出している有刺状のもの 280・281

のような側縁全体に歯をつけた鋸歯鏃、 274は深い挟りと肩をもつ特殊な鏃である。 286は本

遺跡出土中最大の石鏃である。全体に［寧な調整が施されており、他にみられない良質の黒耀
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石を使用している。 287も長さ30mmと大きく、乳白色を屋した黒耀石である。

IIG類一胴部がややすぼまり脚部が張り出す形態。先端・脚部は鋭く尖り、なだらかな扶り

をもつ形態

（第61図ー 278・282-285) 

'234・285は、大小の違いはあるものの形態的にはほとんど同じである。材質も共に玄武岩

である。 282は、表裏ともに主要剥離面を残し基底部は未調整の剥片鏃である。

illH類ー最大幅が下位にあり、基底部が半円形ないしは平基形になる形態

（第62図ー 288-297) 

293は、一部欠損しているが基部が円状に突出した円基鏃とよばれるものである。 295は、

円基鏃というよりは五角形鏃に近い。表裏ともに主要剥離面を残す。全体的に B2区からの出

土が多い。すべて黒耀石製である。

VI類一石鏃の破損品及び形態不明品

（第63図ー 298~ 306・311) 

片方あるいは両方に押圧調整剥離を施し、表裏に剥離面を残した製作途中品の他、素材剥片

のもの、素材剥片に気持だけ調整を加えたものなどがある（第63図～第67図）。片方の両面だ

けに丁寧な剥離を施したスクレーパー状の石器（第67図ー 373~ 381) などがある。なかでも

300は逆ハートの形態をなし、透き通った石英製の珍しいものである。 324は、未調整ではあ

るが五角形鏃に含まれる。 365~ 367は細かい調整が加えられているが、用途は不明である。

332・353・357は、索材剥片から形状調整と厚みの調整に入った段階で製作を中止したもの

と考えられる。 N類は明らかに削器と考えられるものもあるが、いずれにしても、大部分のも

のは製作途上品と考えられる。

②石器II(石錐・石匙）

石錐 （第66図ー 362·364 、第68図ー 382~385)

定型化した石錐 2点がある。 384は摘みを作り出し、錐部には調整をしっかり施し、丸みを

つけている。 385は、 36mm、最大16.5mmと比較的大きなものである。 N層検出の集石 4号内か

らの出土である。 362・364は、尖端部の作り出しと摩滅痕から石錐であることがわかる。382

は、尖端部が破損しているが全体の形状から石錐と判断した。

石匙 （第68図ー 386)

両面に挟りを設けた縦型の石匙である。表裏とも主要剥離面を多く残し、所々に調整を施し

ている。黒櫂石でも気泡を多く含む荒い材質のものである。最大長43mm、最大幅29mm、厚さ 9

mm、重さ12.砂を測る。本遺跡唯一の石匙である。
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第6表石器 I遺物一覧表 (1)

番号 分類 標高 区・層 材質 長さ 最大幅 最大げさ 挟りの深さ 袂りの輻 重さ 残存状態 備 考

180 1-A 71.49 1-3 z VI 黒耀石 9.9 11.0 3.0 0.3 完

181 1-B 71.64 ，， ，， ,, 12. 5 11.0 2.5 0.3 ,, 

182 1-A 71 66 A2 ヶ ，， 14 1 15 0 3.0 0.7 小破

183 ，， 71.33 B 2• . 13 0 16. 5 4.0 0.8 完

184 ， 71.67 ,, ,, ,, 12.0 (14.0) 2. 5 0.4 小破

185 . 71. 435 " 
,, ,, 15 0 (18.0) 3.0 0.8 ，， 

186 ,, 71 52 ,, ,, ❖ 12. 0 (12.0) 2 3 0.3 ，， 

187 1-B 71 78 A 2 ,、 ,, 15.0 (12.0) 3.0 0.6 " 
188 I-A 71. 77 B2 ク り 14.0 (16.0) 3.0 0. 7 ,, 

189 4ヽ 71.39 ，， ，， ，， 13.0 (15.0) 3. 5 0.6 ，， 

190 ,, 71 08 B3 ヶ
,, 13.5 (17 .0) 2. 5 0.3 ,, 

191 ケ 71.63 A 2 ,, ,, 14.0 (16.0) 2.1 0.5 ,, 

192 1-B 71. 01 C 1 ヶ
,, 15. 0 (13.0) 2.2 0.4 ，，， 

193 1-A 71.63 B 3 ヶ ケ 18.0 (20 0) 5. 5 1.3 大破
-

194 1-B 71. 39 B 2 " 
,, 16.0 (15 .0) 3.0 0.4 ~ 

195 I~A 71. 61 • ケ ❖ (14.0) 17 .0 3.0 0.5 . 
196 ，， 71. 76 ク• ケ み 16 0 (16.5) 3.0 0.6 小破

197 1-B 71.66 B 3• ❖ 18. 0 (16.0) 6.0 0.9 . 
198 ,, 71. 665 A2 、9 • 15. 0 (12. 5) 2. 2 0.3 大破

199 I~A 71. 24 B 1• ，， 14.0 (16.0) 3.0 0.6 ，， 

200 1-B 71. 70 B 2• • (16 0) (15 0) 3.5 0.8 ，， 

201 ,, 71.52 ケ • ,, 19.0 (14.0) 4.0 0. 7 小破

202 1-A 71. 56 A 2 ,, ，， 15.0 (18.0) 4.1 1 0 ,, 

203 ,, 66.10 B 2• ,, 13.0 (17 .0) 3.0 0. 7 ,, 

204 ・ヽ 71. 33 . . ,, (17 .0) (17 .0) 4.3 1.0 大破

205 ， 71. 505 ‘ 
、 ヽ (16.0) (19.0) 4.0 0.5 • 

206 ,, 表 B3 表 . 13.0 (14.0) 2. 5 0.4 ケ

207 ，， 71.65 B 2 VI • 14.0 (16.0) 2. 5 0.4 ❖ 

208 ,, 63.80 C 1 ヶ ,, 11.0 (16.0) 2.6 0.5 小破

209 I-B 71.64 A2 ヶ ，， 12 0 (10.0) 3.0 0.2 ，， 
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第7表石器 I遺物一覧表 (2)

番号 分類 標憤 区・層 材質 長さ 最大幅 最大原さ 袂りの深さ 挟りの幅 重さ 残存状態 備 考

210 I-B 71. 39 C 2 VI 黒耀石 15.0 11.0 3.0 0.5 小破

211 II―C 71. 77 B 2 " 
，， 12.0 13.0 2.5 1. 2 10.0 0.3 完

212 ケ 71.26 ケ ❖ ケ 13.0 16.0 3.2 1.2 9.0 0.5 ,, 

213 ,, 71.46 ,, ,, • 11.0 12.0 2.0 0.8 6.0 0.2 ,, 

214 . 71. 455 ， • • 11.0 15.0 2. 2 1 3 8.0 0.3 ,, 

215 II~D 71. 36 ,, ,, ，， 11. 5 11. 5 2.0 1.1 7.0 0 2 ,, 

216 11-C 71. 31 C 2 ,, ，， 10.0 10.5 2.3 1.2 7.5 0.2 ，， 

217 ケ 71.66 A 2 ,, ~ 11.0 11. 0 2.0 0.5 8.0 0.2 ，， 

218 ~ 71.40 B 1 ,, ❖ 8.0 7.0 2,0 0.6 5.0 0.1 ヽ~

219 ，， 71.32 B 2 ,, ケ 11. 0 16.0 2.3 1.0 11.0 0.3 ，， 

220 11-D 71.51 ，， • ケ 10.0 12.0 1.8 1.3 6.0 0.2 ，， 

221 • 71. 645 ，， ,, ~ 11. 5 13.0 2.2 1. 3 6.0 0.2 ，， 

222 Il-C 71. 69 ケ • ~ 13.0 17. 0 3.5 1.0 1.0 0.8 ，， 

223 !l~D 71 32 C 2 ,, • 11.0 16. 5 2.1 1.0 6.0 0.3 ，， 

224 . 71. 61 B2 ヶ ❖ 11. 2 14.0 2.8 1.0 5.5 0.3 小破

225 " 71.61 A 2~ ~ 9.0 (12.0) 1.8 0.5 6.0 0.1 ,, 

226 11-C 71.57 B 2 ,, ‘ 11. 0 12. 5 2.3 1.1 8.5 0.2 完

227 . 71.52 ,, ，， . 10.0 12.0 2.0 1.8・ 9.0 0.2 ，，， 

228 ,, 71.665 A 2~ ~ 11. 5 12.0 2.0 1.0 8.0 0.3 ~ 

'. 
229 ，， 71.63 B 3• . 11.0 (12.0) 2.0 1.0 10.0 0.2 小破

230 Il-D 71.61 B2 ヶ ~ 10.5 (14.0) 2.0 0. 7 5.0 0.2 ~ 

231 ,, 71.33 ・ヽ ヶ ,, 10.5 14.0 2.3 1.0 3.5 0.2 完

232 11-C 71.465 . . ,, (10.0) 10.0 2.0 0.8 7.0 0.2 小破

233 ，， 71.48 • ,, ,, (12.0) (14.0) 2.0 1.2 10.0 0.2 ケ

234 11-D 71. 465 B 1• ,, 12.0 13 5 2.3 1.0 6.0 0.5 完

235 11-C 71.53 B 2 ,, ケ 16.0 23.0 4.2 2.0 17 .0 1.1 ケ

236 11-D 71.34 C 1 ,,, . 16.0 18.0 3.8 1. 2 7.0 0. 7 小破

237 ，， 65.30 B 2~ ~ 13.0 (16. 2) 2.0 1.0 5.4 0.4 ，， 

238 rr~c 71.01 Cl~ ,, 17 .0 (18.0) 2.5 1.4 14.0 0.5 • 
239 11-D 71.33 B 2 " ~ 15.0 (15. 5) 2 3 0.5 7.0 0.5 ，，， 

240 ,, 71. 31 ケ ケ
,, (14.0) 16.0 3.0 1.0 6.0 0.5 ケ

241 ,, 71.46 ケ . ,, (16.5) (16.3) 2.3 1.1 (8.0) 0.6 ，， 

242 ,, 71. 615 C 2 ,, ,, 14.0 (17 .0) 3.0 1.2 (7.8) 0.5 ，， 

243 11-C 71. 79 A 2 ,, ，， 15. 2 (21.0) 3.1 0.8 13.0 0. 7 大破

244 ，， 71.50 B 2 ,, ケ 18.5 (19.0) 3.2 1.8 12.0 0.9 小破

245 11-D 71.43 B 3~ ，， 14.0 (16.0) 3,1 0. 7 3.0 0. 7 ~ 

246 Il-C 71.62 A2 ヶ ケ 13.0 (14.5) 2.0 1.8 11.0 0.2 ,, 

247 11-D 71.675 B 2 ,, ，， 21.1 (21. 5) 4.3 2.8 (8.0) 2.0 大破

248 11-C 65.40 ケ
,, ,, 12.0 12.0 1.6 0.8 8.0 0.3 完

249 Il-D 71.645 ,, ，， ❖ (15.0) (12.0) 2.3 2.0 8.0 0.3 大破

250 Il-C 71 79 ケ ケ ❖ 16.0 (14.0) 2.4 1.3 8.5 0.5 小破

251 11-D 71.41 ~ • ,, 11. 5 (15.0) 2.3 1.0 5 0 0.3 ,, 

252 ,, 71.17 C 2 ,, ,, (16.0) 13.0 3.8 1.2 7.0 0.6 ,, 

253 ,, 71.45 B 1• ,, 15.0 14.0 3. 2 1.9 (7 .0) 0.6 ,, 

254 ，， 71.355 B 2 ,, ,, (17 .0) 16.0 3.4 1.1 8.0 0.7 大破
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第8表石器 I遺物一覧表 (3)

番号 分類 標高 区・層 材質 長さ 最大幅 最大厚さ 袂りの深さ 袂りの幅 重さ 残存状態 備 考

255 II―E 71. 535 B 2 VI 黒耀石 14.0 13.2 2.2 2.0 9.0 .0.4 完

256 ,, 71.38 C 2 ,,, ,, 14.0 10.5 2.8 1.3 5.5 0.4 ,, 

257 ，，，， 71.40 ， ,, ,, 14.0 13.0 3.2 1.1 7.0 0.5 ,, 

258 ❖ 71.61 B 2 " 
,, 19.0 (18.0) 3. 5 0.3 7 .0 0. 7 小破

259 ,, 71.68 ，， ，， ,, (11.0) 13.0 2. 2 1.4 8.0 0.3 ク

260 • 71.59 B 1 ,, ,, 16.1 (13.5) 2 4 3.8 .(8.0) 0.5 ，， 

261 ,, 71.50 C 2 ,, ケ 11.0 13.0 2. 5 0.8 8.0 0. 7 完

262 ，， 71 44 B 2 ,, ，， (10.3) (12.5) 1.5 0.2 大破

263 ，， 71.35 C 1 ,, ,, 16. 5 13.2 3.0 1.5 8.0 0.7 完

264 . 71 28 C 1 ,, ，， 15.0 15.0 4.0 1. 2 9.0 0.8 ，， 

265 ~ 66.30 B 2 ,, ,, 19.0 (19.0) 3.0 3.2 (8.0) 0.6 小破

266 ,, 71.19 ,, ，， 
" 21.0 (18.0) 3. 2 1.8 (15.0) 0.8 ,, 

267 ,, 71.455 ,, 
" 

,, (13.0) 21.0 7 .1 1.6 12.0 2.4 大破 真黒な黒耀石

268 11-F 71 375 C 1 " • 12.0 15.5 2.0 2.5 9.0 0.3 完

279 ,, 71 61 B 2 ,, 、 12.0 17 .0 3.0 3.0 12.0 0.3 ,, 

270 ケ 71.52 B 1 ヶ
,, 12.0 (11. 5) 2. 3 2. 7 (8.0) 0.2 大破

271 ❖ 71.48 BZ ヶ • 15 5 (17 .0) 3.0 4.0 (8.0) 0.4 小破

272 ,, 71.465 B 1 ,, 
" 9.0 (18.0) 2 5 (3.0) (11.0) 0.2 大破

273 I!-C 71. 76 B 2 ,, ，， 11. 0 10.0 1.8 2.0 7.0 0.2 完

274 71. 70 B 3 ,, ，， 16.0 (16.0) 3.0 5.5 (11.0) 0.5 ＊破 袂りの深い 5角形の鏃

275 II-D 71. 73 B2 ヶ ケ 11 0 10.5 2.1 1.3 6.5 0.2 完 未製品鏃

276 Il-C? 71.46 • ,, 
" 13 0 (14.0) 2.0 1.2 (11.1) 0.3 小破

277 ケ 71.25 ,, ，， ク 15.1 (16.0) 3.0 1.5 (11.0) 0.6 ~ 

278 ]]ー G 71.69 ，， ,, • (17 .0) (15.0) 3.0 3.0 (13.0) 0.5 ,, 

279 II-F 71.175 C 1 " • 21.0 (16.0) .2 8 6.2 (13.0) 0.6 ~ 

280 ケ 71.56 AZ 、 ,, 25.0 (24.0) 2.3 9.0 (17 .0) 0.9 ,, 鋸歯鏃

281 ケ 71.57 A3 ヶ ，， (22.0) (11.0) 3.0 (4.0) (7.0) 0.8 大破 ,, 

282 fl~G 71. 29 B 1 ,, • 17 0 12.0 2.0 2.0 10.0 0.3 小破 剥片鏃

283 ❖ 71.48 ~ . み 14.0 14.0 2.0 4.0 11.0 0.5 完

284 ,, 71. 585 B 3 ,, 玄武岩 28.0 15.0 3.0 6.0 11.0 1.0 小破

285 ，， 71.01 C 1• ,, 19.0 12.0 3.2 4.0 8.0 0.5 完

286 11-F 71.06 C 2• 黒耀石 36.0 17 .0 4.2 10.0 20.0 2.1 大破 気泡(f)全くなぃ良好黒霞石

287 ,, 71.01 C 1 ,, ，， 30.0 20.0 5.5 4.0 19.0 1. 9 完 乳白色の黒耀石

288 ill-H 71.39 CZ 、 ，， 21.0 13.0 4.3 0. 7 ，， 

289 ,, 71.41 B 2 ,, • 15.0 13.0 3.0 0.8 小破

290 ケ 71.49 ,, • • 11. 0 12. 0 5.0 0.6 完

291 " 71. 74 A 2• ,, 10.0 9.5 2.0 0.3 ，， 

292 ,, 71. 75 B 2• ケ 13.0 11.0 2.0 0.3 小破 半透明の黒耀石

293 ケ 71. 615 ,, • ク 16.0 11.0 3.0 0.6 完

294 ,, 71.65 ❖ ，， ,, 22.0 21 0 3.4 0.9 小破

295 . 表 B 3• • 10. 0 10.0 2.6 0.3 完 5角形状、未製品

296 Ill-H 71.61 C 1 ,, ,, (16. 5) 16 0 3.2 1.2 小破

297 ,, 71.55 B 2 4 
，， 17 .0 (14.0) 4.0 0.9 ,, 剥片鏃

298 71. 72 ，， ,, ,, (23.0) 12 0 3.0 0.8 ，， 形態不明良質黒耀石

299 71.22 C 1 " • 14.0 9.8 2.0 2.0 6.0 0.4 完 形態不明丸味をもつ脚
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第9表石器 I遺物一覧表 (4)

番号 分類 標高 区・層 材質 長さ 最大幅 最大原さ 袂りの深さ 扶りの幅 重さ 残存状態 備 考

300 71. 72 B 2 VI 石英 (22.0) (22.0) 5.0 5.0 10.0 1.4 小破 形態不明、特殊な鏃

301 71.39 ケ '， 黒耀石 14.0 9.0 2.0 0.4 完 半透明の黒耀石

302 71.46 ,, ,, ,, (12.0) 14.0 2.5 0.4 大破 形態不明、鏃破損品

303 71.47 B 1 " 
,, (10.0) (11.0) 3.2 0.2 ケ

,, ク

394 71 36 B 2• " (10.0) 8.0 2. 2 0.2 ,, . ,, ,, 

305 71 76 ,, 
‘ 

ヶ (lo o) 6.0 2.0 0.1 ~ . • 
306 71 58 ケ . ケ (10.0) 8 0 2. 2 0.2 ク

,, ク

307 71.68 . ,, • (13 0) 14.0 3 3 0.8 ❖ 
,, ,, 

308 N 71. 76 . ,, . 19.0 10.0 3.0 0. 7 完 ドリルの可能性

309 ，， 63.10 . ❖ ，， 19.0 13.5 5,4 I. 5 

310 ,, 71. 525 ， ， ， 15 0 22.0 3.5 1.1 

311 • 71.40 ケ ，， ❖ 12.0 15.0 3.5 o. 7 小破 鏃の可能性

312 • 71. 53 ,, • ,, 16.0 (13 0) 3.2 0.6 

313 ,, 71. 26 C 1 ,, ,, 19.0 16.0 2.0 0.8 縞模様の黒耀石

314 ,, 71.66 B 2• • 19. 0 16.0 3.5 1.2 

315 ,, 71. 615 B 1• ,, 14.0 11. 5 2. 5 0.4 半透明の黒耀石

316 . 71.01 C 1 ,, ,, 18.0 16. 0 2.5 0.6 良質

317 • 71. 505 B 2 ,, ,, 14. 5 12. 5 2. 5 0.5 

318 ,, 71.52 C2 ヶ
,, 22.0 11.0 3.2 0 7 

319 ケ 71.49 B3 ヶ
,, 14.0 10.0 2.3 0 4 

320 ケ 71.55 B 2 ,, ，， 18.0 11.0 3.0 0.9 

321 ~ 71.56 C 2 ,, • 17 .0 12.0 2.8 0. 7 

322 . 71. 51 ,, ,, ， 18.0 12.0 4.0 0.9 

323 ケ 71.45 A 1• ,, 16.0 16.0 4.5 1 2 

324 ,, 71.38 A 2 ,, ケ 12. 0 12.0 3.2 0.6 5角形状

325 ケ 71.485 B 2 ,, ❖ 16.0 11.0 3.5 0.5 

326 ,, 71.595 A 2• • 12.0 12.0 3. 5 0.6 

327 ，， 71.525 " • ，， 10 0 12.0 3.0 0.3 

328 ,, 71.24 C 2• ， 14.0 10.0 3.5 0.4 やや灰色の黒耀石

329 ケ 71.63 A 2• ,, 14.0 9.0 2.0 0.3 

330 ,, 71.61 B 2• ，， 10.0 11.0 1.5 0.3 

331 ,, 71.61 り • ,, 18.0 11. 0 4.5 0.9 

332 ~ 71. 565 B3 ク
，， 26.0 23.0 10.0 4.3 気泡が多い

333 ケ 71. 345 C 1 ,, " 9.0 13.0 1. 5 0.2 

334 ,, 71.66 A 3 ,, • 13.0 8.0 2.5 0.3 

335 ~ 71.39 B 2 ,, ,, 12.0 10.0 2.2 0.4 

336 ,, 71. 59 B 1 ,, ,, 11.0 6.0 3.0 0.4 

337 ケ 71. 58 B 2 ,, . 9.0 9.0 2. 5 0.2 

338 ,, 71. 375 C 2 ,, ‘ 9.5 11. 5 3.5 0.4 

339 ，， 71.40 C 1 ,, ’ 16.0 11.0 3.5 0.8 

340 ， 71.54 B 2 ,, ケ 13.0 9.0 2.0 0.4 半透明の黒耀石

341 ケ 71.20 ,, ，， . 17 .0 15.0 4. 5 0.8 

342 ,, 71.63 B 1• ,, 21 0 15.0 4.0 1. 2 

343 ,, 63. 70 C 1 、9 ,, 16.0 12.0 4.5 1.3 

344 ,, 71.38 C2 、 ケ 19.0 10.0 3.5 0.5 
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第10表石器 I・II遺物一覧表 (5)

番号 分類 標高 区・層 材質 長さ 最大幅 最大厚さ 袂りの深さ 扶りの幅 重さ 残存状態 備 考

345 N 71.54 B 2 VJ 黒耀石 20 0 9.0 0.5 0.8 ドリルの可能性

346 ，， 71. 64 • ~ ， 17 .0 13. 0 3. 5 0.9 自然面残す

347 • 71.25 B 3 ク
,, 20.0 19.0 6 0 2.5 

348 " 71. 62 B 2 ヶ • 22.0 13. 0 5.0 1.6 ドリルの可能性

349 . 71. 525 C2 ヶ . 19.0 11.0 5. 5 1.4 クサビ形石器の可能性9
トーー・

350 . 71.63 B 2 ,, 
" 15.0 14.0 5 0 1.4 半透明の黒耀石

351 ,, 71.09 Cl ヶ ,, 18.0 18.0 4.0 1.2 

352 . 71.455 B 2 ,, ,, 13.0 12.0 6.0 1.1 

353 ,, 71.60 ,, ,, ,, 22.0 18.0 5.5 2.9 

354 ケ 71 73 ,, • ，， 17 .0 11.0 3.0 0.9 
--•~— 

355 ，， 71.49 • • • 20.0 13.0 6.0 1. 2 

356 ク 71.63 AZ ヶ ケ 18.0 10.0 3 5 0.6 

357 ,, 71 30 B 2 ,, • 28.0 15.0 7.0 3.2 

358 ,, 71.38 B 1 ,, ,, 24.0 13.0 6.0 l. 9 

359 ,, 71.48 B 2 ,, ,, 24.0 19.0 3.5 3.0 

360 ,, 71 02 C 1• ,, 20.0 10 0 3.5 1.3 

361 ,, 71 485 B 1• ケ 16.0 16 0 3. 5 1.3 
- -

362 71.67 A 2 ,, ケ 19.0 11 0 6 5 1.6 石錐の可能性？

363 IV 70. 955 C 1• . 21. 0 18.0 6. 5 2.4 削器

364 71.34 B 2 ク
,, 19.0 10 0 7.0 1.0 石錐

365 N 71. 595 ‘ 
,, • 15.0 7.0 2.0 0.3 

366 ,, 71. 21 C 1 ,, ,, 17. 0 11.0 3.5 1.0 

367 • 71.64 B 2• ,, 9 0 16 0 5.0 0 6 

368 • 71.39 CZ 、9 ~ 14.0 8.5 3.0 0.5 

369 ，， 71.44 B 2 ,, • i 16.0 9.0 3.0 0.5 

370 " 71. 345 C 2 ,, ,, 13,0 10.0 2.0 0.4 

371 & 71.175 C 1 ,, ，， 10.0 12.0 6.0 0 7 

372 ‘ 71 52 
B 2 ,, ,, 21.0 15.0 5.0 1. 7 

373 剥片 71.73 ，， ,, ク 31.0 16.0 6. 5 2. 5 良質の黒耀石

374 71.175 C 1 ,, . 21.0 10.0 4.0 1. 4 

375 71.16 A 2 ,, • 21. 5 35.0 5.0 4.6 削器

376 N 71. 25 C 1 ,, • 11.0 21.0 4.0 1 0 

377 ヶ？ 63.60 ,, ,, ケ 12.0 18.0 3.5 1.4 削器？

378 ,, ? 71. 535 B 2• • 11. 5 21.0 2.0 0. 9 ，，？ 

379 ；, ？ 71. 535 ,, • • 9.5 17 .0 3. 5 1.4 ヶ？

380 ~ 71 44 ,, ，， ， 22.0 20.0 9.0 3. 6 ，，？ 

381 ❖ 71 24 B 3• ,, 11. 0 22.0 6.0 1. 6 ケ

382 71.39 C 2 ,, . 21.0 11.0 5.0 1 3 石錐

383 71. 61 A 2• ケ 19.0 8.0 2.5 0. 7 ,, 

38i 71.63 B 3• • 22.0 12.0 5.0 1.6 ,, 

385 71.12 B 1• ケ 36 0 16. 5 10.0 4.3 ，' 集石内出土

386 71.42 C 2• ，， 43.0 29.0 9.0 12 3 石匙
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③石器皿（石斧） （第70図ー387-389)

縄文時代の石斧は 3点が出士しており、 1点は完形品（打製石斧）、 2点は破損品（磨製石

斧）である。この 3点はすべてVI層より検出されている。

打製石斧）

387 は、中央部がくびれた分銅形の石斧である。大小の剥離調整によって成形され自然面は

残らない。刃部は、両面ともに剥離痕が観察されるが使用痕との区別は不明である。

磨製石斧）

388は、破損のため刃部は残っていない。基部、基端部及び基部側面は、 T寧な研磨が施さ

れており擦痕も明瞭に確認出米る。基部面は、研磨により 1つの面だけではなくいくつもの面

で形成されている。

389は、碁部中央より刃部が残存した扁平磨製石斧である。刃面及び基部面は丁寧な研磨が

なされており擦痕も明瞭に確認される。基部側面は、剥離調整が施されているだけである。

第11表石器m(石斧）一覧表

挿図番号 器種 出土区 層位 石材 璽量(g) 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm)

387 打製石斧 B-6 II 頁岩 449 1 9. 0 9.4 2.5 

388 磨製石斧 B-2 II 頁岩 7 1 7.0 6.3 0.9 

389 磨製石斧 A-3 II 頁岩 1 6 7 9.5 4.7 2.1 

第70図石器直（石斧）実測図
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2,00 
④石器N(磨石） （第72図ー390-418)

.. .. 
．． 

• 

． . .. 
1,00 

• 4009未満

● 4009以上

磨石は25点出土しており、そのうち完形品は

10点である。表採品 3点、 II層が 9点、 m層に

13点といった状況で採集されている。 II層では

A・B・C-2区に数点ずつ分散しており、 m層

では C-1区に集中する。

ところで、磨石および敲石はその使用痕によ

って区別されている。すなわち磨石には磨痕が、

敲石には打痕が（敲石のうち、平坦面に凹孔を

もつものを普通凹石と呼んでいる。）、残されてい

るとしてきた。だが現実には、もちろん単一の

使用痕のみが残されていることもあるが、多く

は三種類のそれの組み合わせである。これらの

石器は石皿と一体となって、植物質食糧の製粉

や土器混和剤の粉砕などに使用されたと考えら

れている。それならば、製粉・粉砕における一

聯の工程を自然礫を用いて行なえばそこには当

0 1,00 J見湘然三種類の使用痕が残るだろう。しかし自然礫

第71図

磨石・敲石・凹石の長／幅と厚／幅の相関図
を機能に適した形態に成形した場合も類似した

痕跡が残るに違いない。

磨石・敲石の区別の固難さは指摘されていることではある。ここでは後藤秀一氏が峠山聖山

遺跡で行なった方法を参考にしたい。まずこれらの遺物のもつ形態的諸属性に着目して分類し

これを使用痕によって更に分類する。そこで磨石と敲石の区別を試みたい。

自然礫を素材とし磨痕・打痕・凹孔といった使用痕をもつ遺物のうち完形品は22点あり、そ

れぞれ平面に握いたときの最大長• 最大幅・原さと重量を計測した（一覧表参照）。

最大長／最大幅と厚さ／最大幅の相関（第71図）を求め、遺物それぞれの形態をみる。バラ

ツキはあるものの 6つにグルーピングした。

① 長さ／幅 1.00~1.20、厚さ／幅 0.25~0.55

② 長さ／幅 1.25-1.45、厚さ／幅 0.35-0.65

③ 長さ／幅 1.60~ 1.80、厚さ／幅 0.55~0.70 

④ 長さ／幅 2.00~2.10、厚さ／幅 0.90

⑤ 長さ／幅 2.00、 厚さ／幅 0.51

⑥ 長さ／輻 1.14、 厚さ／幅 0.77

重量は 0~lOOOgを100gごとにランク分けすると表11-1のようになる。 101~ZOOgに一つのピ

ークがある。301~400gを境に 2つに分けることができるだろう。ここでは400gで大別すること
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にする。

石材は火成岩である安山岩・花岡岩と堆積岩である砂岩と頁岩の 4つに分けることにした。

以上の形態的諸属性から 12に分類できる。これに使用痕を掛合わせたのが表11-3である。こ

れをもとに磨石・敲石をみていく。とりあえずここでは磨石のみを取り上げ、敲石については

後述することにしたい。

［磨石 Ia類〕

表11-3の①R-aは麻痕のみのもの (390・391)、磨痕と打痕をもつもの (392・393)、磨痕．

打痕．凹孔をもつもの (394) がある。これらは平面形が正円形に近く （長さ／幅1.00~1.20) 

石皿の上ですり潰すには適していると思われる。

〔磨石 lb類〕

① R-c (395) は頁料製であるが、そのことを除けば①R-aと同様に考えてよいだろう。

〔磨石 le類〕

① R-a (396) は全面に磨痕を施しており小型の磨石とみていいだろう。断面は半円形をな

す。

［磨石 II類〕

②④ -aのうち397は磨狼のみが認められるので磨石としておく。

〔磨石III類〕

③⑥ -a (398) は側面に面取りを施している、いわゆる石飯石である。

〔磨石W類〕

⑥⑥ -b (399) は球状であり、敲きつつ円を描くようにすり潰すといった使用法が想像され

る。花尚岩製。

以上のことから磨石は面取りを行なうなどしてより整った形態をしているといえよう。

（参考文献は次の項の終りに記載。）

⑤石器V(敲石） （第73図ー400~409)

敲石は10点出土している。 403が表面採集、 401がm層でそれ以外は II層出士である。 II層で

はB-2区に集中している。表11-3に基づいて詳細にみていきたい。

〔敲石 Ia類〕

② @-aのうち 400は長軸方向の端部や平坦面に打痕や凹孔が認められ、形態的にもやや面積

の狭い端部をもち、手に持って加撃するに適当な大きさである。 401・402にはさらに磨痕が認

められる。

〔敲石 lb類）

②⑤ -a (403・404) は不定形をなし、 404 などは隅丸台形といった平面形である。 Ia類とは

童量＝大きさにおいて差異がある。

（敲石II類〕
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③④ -a (405・406) はIa類よりさらに長軸方向に長くなる。 406には凹孔がある。

〔敲石m類〕

④ @-a (407・408) は円筒に近い形態で、杵の先端のような機能も考えられる。

〔敲石N類〕

⑤ @-a (409) は平面形はm類と変わらないが断面が平坦である。

〔参考文献〕

安蒜政雄「石器の形態と機能」 （『日本考古学を学ぶ(2)』1988年）

後藤秀—^「敲石・凹石・磨石」 （『聖山』 1979年）

⑥石器VI(凹石） （第73図ー411・412)

412はC-2区m層から出土したもので、砂岩製。平坦面のほぼ中央に揺り鉢状の凹孔が意図

的に施されている。それはこの石器が能動的に機能して残されたものではなく、ほかから作用

を受けての痕跡である。敲石の部類に扱われる凹石とは区別したい。形態的には表11-3の①R

-dである。

411はA-2区II層から出土した。砂岩製。平坦面に浅い凹孔を持つ。形態的には表11-3の②

@-dである。 412とは規模等の違いがあるが、これらは究めて接近した機能を果たしたのでは

ないかと思われる。

⑦石器VII(石弾） （第73図ー410)

いわゆる石弾と呼ばれるものはB-2区III層から 1点出土している。自然礫を研磨することで

球状に仕上げている（長さ／幅 1.13、厚さ／幅 0.96)。安山岩製。重量50g。

⑧石器VDI(石皿） （第74図ー413-418)

6点の石皿が出土しているが完形品はなくその全容を知るには困難である。 417は表採品。

II層ではB-2区から 3点、 B-3区から 1点出土した。 m層ではC-2区から 1点出土した。

ここでは使用面の形態から、①凹孔をもつもの、②凹面をなすもの、③平坦なものに分けて

みたい。

①凹孔をもつもの

413は全体的に磨きがかかっている。凹んだ面はある程度打ち欠くことによって成形してか

ら使用したものと思われる。掃き出し口をもつ。

②凹面をなすもの

414は緩やかな曲線を描くように凹んでいる。 415は側面を面取りしている。中央に当たる

部分がやや強く凹んでいる。

③平坦なもの
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416と417は全体的に磨きがかかっている。 416は反対側の面が山になっており、打痕が認

められる。台石のような使用法も考えられる。 418は唯一砂岩製である。これも全体的に磨ぎ

がかかっており、砥石のような使い方も考えられる。

第12表磨石等の計測一覧表

図番号 器種 出土区 層位 石材 重量 (g) 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm)

390 磨石 c~1 III 安山岩 680 9.6 8.3 3.8 

3 9 1 /j ，， ,, 安山岩 480 1 0. 4 9.1 2.6 

392 ，， A-1 I[ 安山岩 660 8.7 8.1 4.3 

393 ，， ,, III 安山岩 765 9.3 8.5 4.3 

394 ，，， c~1 III 安山岩 71 5 11. 2 9.6 2.6 

395 ，， C-2 II 頁 岩 935 10. 7 10. 3 3.5 

396 ケ B-2 II 安山岩 140 4.9 4.6 2.0 

397 ,, C-2 II 安山岩 190 5.2 3.9 2.3 

398 ，， B-3 表 安山岩 910 1 2. 7 7.7 4.2 

399 ケ A-2 II 花尚岩 570 7.5 6.6 5. 1 

400 敲石 B-2 II 安山岩 125 6. 1 4.7 1. 9 

401 ,, C-1 ill 安山岩 130 5.4 4. 1 2.6 

402 ケ B-3 II 安山岩 150 6. 1 4.3 1. 8 

403 ,, B-1 表 安山岩 580 10. 2 8.0 3.0 

404 l1 A-1 II 安山岩 750 11. 8 8.8 3.2 

405 ケ B-1 II 安山岩 70 4.8 1.8 

406 ,, B-2 II 安山岩 170 6.4 2.5 

407 ，， B-2 II 安山岩 170 6.5 2.8 

408 ，，， B-3 II 安山岩 1 9 0 6.6 2.9 

409 ，，， B-2 II 安山岩 170 7.4 1. 9 

410 石弾 B-2 ill 安山岩 50 2.6 2.2 

4 11 凹石 A~2 II 砂 岩 70 4.2 1.8 

412 ,, C-2 III 砂 岩 270 7.4 2.4 

4 1 3 石皿 B-2 II 安山岩 7250 3 0. 0 9.3 

4 1 4 ，， C-2 ill 安山岩 2730 2 6. 5 4.8 

4 1 5 ，，， B-2 II 安山岩 2290 2 0. 4 5.6 

4 1 6 ，， B-2 II 安山岩 3700 2 6. 0 11. 7 

4 1 7 ，， B-3 表 安山岩 3000 1 7. 5 7.6 

4 18 ，， B-3 II 砂 岩 2460 2 7. 0 5.6 

※石1Illlますべて欠損品であり、「長さ」は現存する最大長
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第13表形態による分析

第13表-1

重量 (g) ① 

1-10 0 
I~--- --

101~200 1 

201~300 1 

301~400 
＿＿＿  

401~500 1 

501-600 

601-700 2 

701~800 2 

801~900 

901-1000 1 
，． 

合 計 8 

第13表ー 2

① 

安山岩 6 

花尚岩
'--

頁 岩 1 

砂 岩 1 

合 計 8 

第13表ー 3

② 

1 

4 

1 

1 

7 

② 

6 

1 

7 

④…400g未満、⑤…400g以上

③ ④ 

1 

1 2 

1 

3 2 

③ ④ 

3 2 

3 2 

a…安山岩、 b…花尚岩、 C…頁岩、 d... 砂岩

⑤ ⑥ 合計

2 

1 ， 
1 

1゚ 

1 2 

2 

3 

2゚ 

1 1 22 

⑤ ⑥ 合計

1 1 9 

1 1 

1 

2 

1 1 22 

A…磨痕のみ、 B…磨痕と打痕、 C・・・打痕と凹孔、 D・・磨痕と打痕と凹孔

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
合計

R-aR-dR-aR-c R-a @-d⑤ -a ④ -a @-a @-a ④ -a R-b 

A 1 2 1 1 5 

B 2 1 1 1 1 6 

C 1 1 

D . 1 1 2 1 2 1 1 1 10 

合計 1 1 5 1 4 1 2 2 1 2 1 1 22 
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4)加工品

榎田下遺跡では、 3種類の加工品が出土している。それらは、円盤形土製加工品（加工品 I)

と棒状上製品（加工品IIlと円盤形穿孔石製加工品（加工品ill) の3種類である。

1. 加工品 I (円盤形土製加工品）

（第75図ー419-424)

土器の口縁部や胴部・底部などの破片を利

用して、円盤状に加工したものである。これ

まで各遺跡では、一般的に①周縁部を丁寧に

擦って面取りを行なったもの、②やや丁寧に

面取りを行なったもの、③ただ打ち欠いただ

けのものの 3種類に分けられる。

榎田下遺跡ではこの円盤状土製加工品に該

当するものは 6点出土しているが、そのうち、

②やや丁寧に面取りを行なったもの (419・

421・424) と③ただ打ち欠いただけのもの

(420・422・423) の2種類が出士してい

る。

やや丁寧に面取りを行なったもの

419は、口縁部片であり、口唇部を周縁部

の一部としている。 419は5cmX4.7cmを測

り、ほぽ円形を呈する。口縁部外面には荒い

凹線文が施文される。形態から後期の指宿式

系土器に該当することが考えられる。器壁厚

はlcm-l.2cmを測る。周縁部は、丁寧に擦

った面取りではないが比較的丁寧な面取りの

部類に入る。 421は4.3 cm X 4. 1 cmを視1Jり、

ほぽ円形に面取りが行なわれている。器面の

形態や器墜の形状から市来式系上器に該当す

ることが考えられる。 424は3.3cmX3.4cm 

を測り、ほぼ円形の面取りが行なわれている。

器表面には数条の後期特有の凹線文がみられ

るが、属する型式は不明である。

ただ打ち欠いただけのもの

420は、ただ打ち欠いただけのもので周縁

m
 

C
|
_
J
 

5
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部は丁寧な面取りも掠った整形もみられない。

X 4. 8cmの楕円形を星する形状である。

422も同様で径 4.0 -4. 5 cmの略円形を呈し、

式は不明である。

2. 加工品 1I (棒状土製品）

VI層から、手捏ねの棒状の不明土製品が 2点出土

している。いずれも両端を欠損している。これらの

ものの復元形態その他についてはィ遺月である。

425は、 A2区のVI層から出士している。断面は

径 l.2-l.3cmのほぼ円形を呈し、長さは 3.5 cmを

測り両側を欠損している。器面は、手捏ねで比較的

を使用しており、形態状は後期土器に該当するが型 、`
- 42 

゜
0 5cm r---下―― I I 
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丁寧に什上げている。棒状の形態は、若干カーブをなす。・焼成は、良く堅緻である。色調は茶

褐色を呈し、胎土には長石粒や角閃石等を含む。

426は、 B2区のW層から出土している。形態は片方にすぽまる感じで小さくなる。断面は、

大きい方は径0.9X 1. 2cmの楕円形を呈し、小さい方が径 0.8 cmの円形を呈する。長さは、 2.6

cmを測り両端を欠損している。器面は、手捏ねで比較的丁寧に仕上げている。焼成は、非常に

良く堅緻である。色調は暗褐色を呈し、胎土には長石粒等を含む。

3. 加工品皿（円盤形穿孔石製加工品）

C 1区のVI層から、円盤状の穿孔の有る石製加工品が出土している。直径 4.8 X 5. 0 cmを測

り、ほぼ円形を旱した形状である。断面は、片方が厚く 2.5 cmを測り、他方は 1.5 cmと薄くな

る。円盤の側面と平面との稜部までは丁寧に研序されている。平面の表裏は荒く切断され、切

断痕を残し研磨はみられない。平面の中央に

は穿孔が有る。穿孔は十字に断ち切って穿孔

する手法がみられるが、そのままで放置され

拙稚な状態での仕上りである。石材は、安山

岩である。用途は、不明である。
427 

ol_・ 仁コ
em 5

,
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第皿章発掘調査のまとめ

榎田下遺跡は、すでに述べたように確認調査の段階で発見された散布地であり、昭和61年度

の確認調査時においては既に遺跡の立地する台地先端は橋梁工事が発注され削平されていた。

確認調査及び本調査の結果、遺跡はこの台地全体に拡がっていたことが想定され、削平された

台地先端部や用地外に拡がる南側部分を含めるとかなり広い面積を占める遺跡であったことが

想定される。遺跡は北東向きの若干地理的には悪条件に立地するが、縄文時代前期と後期を中

心とする比較的良好な遺跡であることが判明した。ここで、今同の調査で得られた成果につい

ての若干のまとめをしておぎたい。

第 1節 縄文時代前期について

縄文時代前期に該当するものでは、集石遺構と出土士器がある。なお、土器以外の石器やそ

の他の遺物については、出土層位が同層のため判別は不可能で後期の節で一括して取扱った。

①集石遺構について

集石遺構は、 6基検出されている。いずれも調査区の先端部から中央部に検出されており、

橋梁工事で破壊された部分を含めるとかなりの数が想定される。しかし、集石の該当する時期

についてはなんら確証はなく不明であるが、一応ここでは包含層 (VI層）の最下層に検出され

たことから前期としておぎたい。

集石は、 1号は 140cmX 80cmの楕円形の最も大きいプランであるが、 4号・ 5号は90cmX70 

cmの中程度のプランで、 2号・ 3号と 6号は60cmX50cm程度の小さなプランの躾石である。

集石はいずれも散乱した状態であり、炉石状の花弁形に配石されたものなどは検出されてい

ない。また、いずれも明瞭な掘り方は確認されていない。僅かに 2号と 3号と 6号において[!!]

部に集石がみられる程度である。検出状態では、これ以上のことは判明していない。

そこで、次のような集石の測定と集石の実験を行ない、遺跡検出の集石の実態を分析してみ

第 7 表 集石一覧

1 号 2 号 3 号 4 号 5 号 6 号

規模 140X 80cm 60X 50cm 60X 40cm 90X 70cm 90X 70cm 60X70cm 

石数 73 個 22 個 22 個 46 個 24 個 35 個

形態 平坦 凹部 凹部 平坦 平坦 凹部
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た。第16図は、各集石の石の最大長と重駄比のグラフである。このグラフによると二つのパタ

ーンが看取される。 1号・ 4号・ 5号.6号は小石片及び軽最石片が多く縦軸に寄り 0に近づ

くパターンで、 2号・ 3号はその逆で浮遊したパターンである。そこで、第15図の上のグラフ

は実験集石で得た被覆石と炉石の同ガ法の測定のデータで、下のグラフが炉石の測定データで

ある。 100個の石を被覆石と炉石に使い分け実験したもので、 3回目の実験の測定データであ

る。この実験データで判断すると、 2号と 3号は炉石の可能性がありその他は被覆石の可能性

もある。このような実験データは一部のデータの測定値に偏・るところが多いが、昨今の発掘調

査では散乱する槃石の発見が多く、今後、集石遺構の分析方法を追及する必要がある。

② 土器について

前期に該当する土器は、 II類から V類土器の 4類である。

II類士器は、隆帯文土器系土器で轟B式上器に比定される。器内外面は粗い条痕で整形し、

口縁部近くに隆帯文を貼付するのが特徴である。 8~26の隆帯文は指頭押圧で貼付され、さら

に縦位(9)の貼付や多条の横位の隆帯文の下位に二条の波状（或は山形）の隆帯文(16)を貼付して

いるものなどがあり轟BII式土器に該当することが考えられる,21。しかし、少量のためか屈曲部

などの破片は出上していない。その他に、 27~30のように鋭利な断面三角隆帯文で条痕文を

丁寧にナデ整形したタイプも存在しており、形態が異なるタイプも含まれている可能性がある。

m類土器は、器内外面をいわゆる条痕で整形する系統である。 m類土器は基本的には条痕

文が主要素で轟 A式土器の範ちゅうに属すことも考えられるが31器形や形態には差異が認めら

れる。尖底の円錐形の器形で器壁が分厚く粗い条痕文で整形するタイプ (31・32) や丸底 (69

~71) や口唇部平坦面に剌突文を施すタイプ (62・63) 、さらに68のように口縁内面に刺突文

を施すものもあり、時期差が存在することが考えられる。

w類士器は、沈線文系土器で曽畑式土器に属するものである(41。器壁が薄手と厚手の二つのタ

イプに分けられいずれも胎士には滑石ぱ混入しないが、当然時期差が考えられる。さらに薄手

のものには、沈線のシャープなものと若干粗くあまいものに分けられる。 95・96は、曽畑式特

有の蜘蛛の巣状の底部である。

V類士器は僅か二点の出士であるが、押し引ぎ文状の独特のタイプである。型式は不明であ

るが、刺突文状の押し引ぎ文と内外面のT寧なナデ整形に特徴がみられ外来の土器文化（例え

ば羽島下層式士器など）の可能性がある(510

第 2節 縄文時代後期について

縄文時代後期に該当するものは、多量の出士遺物があるが遺構は検出されていない。出土遺

物には、士器、石器、加工品等がある。

① 土器について

後期に該当する土器は、 VI類から Vlll類土器の 3類 (5細分）と 1X類土器（底部）である。

VI類士器は、凹線文を主文様とする系統で文様の形態から 3種類に細分でぎる。
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VI-1類土器は、幅 7m両劉度の指頭状の太形凹線文を施し、器壁も12-15mmと分原いタイプ

である。凹線文は、比較的密に施文され曲線文や S字状文が展開する。凹線文間の無文部の

地文には粗い条痕文が確認される。これらの特徴から、阿高式土器の系統に属し志布志町宮之

前遺跡タイプに酷似することが考えられる 1610

VI-2類土器は、口縁部の上端に貝殻腹縁刺突文を 1条巡らせ、その下方には凹線文が展開

ずるタイプである。平縁口縁の他に波状口縁も存在する。最近、志布志町中原遺跡から阿高式

土器からの推移が把握される良好な資料が出土しており、この中原遺跡タイプに類似すること

が考えられる1710

VI-3類土器は、細形の凹線文の系統で甚本的には二本平行凹線文の指布式土器に比定され

る形態である18)。本遺跡の唯一の完形品の出土であるが、口緑外面は外反気味に直行するが内面

には稜をつくりその部分は若干原くなる。

w類上器は、凹線文間の無文部に貝殻腹繰剌突文を充填させるものである。従来、このタイ

プは一般には「疑似縄文」と呼ばれているが、「寧に縄文を疑似化したものは少なく安易に

凹線文間に貝殻腹縁刺突文を充填したものが多い。そのため、磨消縄文土器の影響下にあるこ

とは考えられるが、 「貝殻刺突充填文土器」と呼称した。これまでこの技法のタイプは、綾式

土器が著名であるが最近多くの遺蹄で発見されており、形態や型式の整理が急がれる。

渭類土器は、口縁部が屈曲するタイプで市来式土器の範ちゅうに入ることが考えられるが、

市来式上器独特の肥原口縁ではなく新しいタイプとして注目されるものであるow。

IX類土器は、底部を一括したがすべて後期に属すことが考えられる。大多数の平底の他に 1

点の上げ底が存在し注目される。外来系の影響が考えられる。また、平底には、網代ともじり

編みの圧痕を有するものが存在する。

② 石器について

石器は、各器種を石器 I~VIIIに類別して説明した。そのなかでも石器 I(石鏃）は、狭い調

査範囲にも拘らず 200点余の出土で注目された。

石器 I(石鏃）は完形品・半欠品・未製品合せて 202点を数えるが、 B2区を中心にして出

土し A2区から C2区へと拡がる様相を星している。形態的にはバラエティーに富み、平基式

• [!I]基式・円基式と大きく 3つに大別でき、さらに 9つに細分でぎた。しかし、包含層は縄文

時代前期土器と後期土器が混在した状態のため、層序関係で時期差や形態差を捉えることは不

可能であった。

石材は 2点の玄武岩製と 1点の石英製を除いた他は全て黒耀石であるが、黒耀石にも石質に

微妙な違いがみられた。例えば、 IIC・IID類に多くみられる良質で縞模様の入ったものやN

類に多い気泡を含む淡黒色のものなどの存在である。これらは時間的・空間的な差異と考えら

れるが、今後、石質と形態・出土土器との相関関係を分析して結論を導き出したい。

次に、石器II(石錐・石匙） • 石器ill(石斧）は断片的資料であるが、石器Nから石器VIIIは

比較的まとまった星が出土している。特に、石器の器種と石材との関係が興味深い。安山岩は
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平均的に全器種に使用され、石皿と砥石では15個中13個を占める。花尚岩は磨石・磨石＋敲石

に多用し、砂岩は敲石と凹石類に使用している。これらは、石器の用途に応じて石材を選択し

ていたことがうかがえる。

加工品 lは通称メンコと呼称される円盤形土製加工品であるが、本遺跡出上のものは量的に

も少なく全体的に粗い造りのものが多い。

加工品 IIは棒状の手捏ね土製品であるが、両端が欠損しており形態は不明である。しかし、

中ノ原遺跡の晩期住居址でも 1点出土し 1111、さらに笠沙町西之薗遺跡では土偶の腕と思われる形

状のものも出土している1121。県外でも類例が増えており、資料の増加をまちたい。

加工品1IIは、円盤形の穿孔の有る石製加工品である。整形や穿孔1ま稚拙であるが、器面の研

磨は丁寧である。紡錘車の形状が想定されるが、類例が無く実態は不明である。

以上、簡単に榎田下遺跡の調査の成果についてまとめたが、各遺構や各遺物の遺跡間の問題

や評価については「分析・考察」編で取り上げたい。

註（引用文献）

(1) 発掘調査中に行なった実験の結果である c 炉石は、円形の凹みを掘り礫を花弁状に並べたものである。

その上で火を炊ぎ、花弁状の炉石を熱する。被覆石は、薪の卜＿で熱した石である。そして、この被覆石

を炉石の上に被せて石蒸炉とした。この実験を 3回繰り返して、 3回目の炉石と被覆わを測定したのが

第15図である。

(2) 宮本一夫 1989「轟B式土器の再検討ー京都大学文学部博物館収蔵資料を中心にして一」『肥後考古』 7

(3) 松本雅明・富樫卯三郎 1961「轟式土器の編年」 『考古学雑誌』 47-3 

(4)江本直 他 1988「曽畑」 『熊本県文化財調査報告書』第 100某 熊本県教育委員会

(5)鎌木義昌・高橋護 1965「瀬戸内」 『日本の考古学』 II 縄文時代

(6) 志布志町教育委員会 1975「宮之前遺跡」 『志布志町埋蔵文化財発掘調査報告書』

(7) 志布志町教育委員会 1985「宮之前遺跡」 『志布志町埋蔵文化財発掘調査報告書』 (9)

(8) 賀川光夫 1965「九州東南部」 『日本の考古学』 II 縄文時代

(9)小林久雄 1939「九州の縄文土器」 『人類学・先史学講座』第11巻

(10) 本田道輝 1981「市来式土器」 『縄文文化の研究』 4 雄山閣

(11) 榎田下遺跡と同年度に発掘調査し、今旧発行の鹿児島県教育委員会『鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告

書 (48) 「中ノ原遺跡」 1989年に所収されている。

(12) 鹿児島県教育委員会 1979「西之薗遺跡」 『鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書』 (8) 
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図版 1

1 . 遺跡遠景（東から）

2. 発掘調査風景（西から）
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図版 5
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図版 6
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図版 7
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図版 8
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図版10
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2. 石器 I (石鏃355-386)
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2. 石器遁（石皿413-418)
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1 . 石器N-W(磨石等390-412)
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2. V類土器 (97・98)
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